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記念すべき「広報ほ
んじょうNo.100」
だよ！これからも
「広報ほんじょう」
をよろしくね！

「こだま千本桜」
表紙写真：４月５日に市民カメラマンの町田時男さんが撮影した
「こだま千本桜」です。13日には、こだま千本桜まつりが行われ、
また、第18回本庄早稲田の杜クロスカントリー＆ハーフマラソン
大会のコースにもなりました。当日は、まつりに訪れた人やたくさ
んのランナーでにぎわいました。
　「広報ほんじょう」は、皆さまのご協力のおかげで、合併後第
100号を発行することができました。より読みやすい広報紙を目
指し努力していきますので、今後ともよろしくお願いします。

まちのデータ（2014.4.1現在）
人　口 79,617（－171）
　男 39,519（－ 60）
　女 40,098（－111）
世帯数 32,603（＋ 51）
（　）内は前月との比較

●  新指定文化財を紹介します ………………………………………………２
●  みんなでやれば、大きな力に！ごみを資源にするために ……………６
●  市職員の人事異動 …………………………………………………………８
●  休日急患の診療 ……………………………………………………………27

● 今月の主な内容
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普
通
徴
収

給
与
か
ら
の
特
別
徴
収

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

　

自
営
業
者
な
ど
が
個
人
で
納
税

す
る
方
法
で
す
。納
期
は
４
回（
６

月
、
８
月
、
10
月
、
翌
年
１
月
）。

　

個
人
住
民
税
を
毎
月
の
給
与
か

ら
天
引
き
し
、
事
業
主
が
納
税
す

る
方
法
で
す
。
納
期
は
12
回
（
６

月
か
ら
翌
年
５
月
ま
で
）。

　

対
象
者
は
、
原
則
４
月
１
日
現

在
65
歳
以
上
で
、
年
額
18
万
円
以

上
の
公
的
年
金
受
給
者
の
う
ち
、

介
護
保
険
料
が
公
的
年
金
か
ら
特

別
徴
収
さ
れ
て
い
て
、
平
成
26
年

度
に
市
民
税
・
県
民
税
が
課
税
に

な
る
人
で
す
。

　

な
お
、
平
成
25
年
度
年
金
特
別

徴
収
対
象
者
で
平
成
26
年
度
も
対

象
と
な
る
人
は
、
平
成
25
年
度
に

通
知
済
の
仮
特
別
徴
収
税
額
が
引

き
続
き
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま

す
。
納
期
は
３
回
（
４
月
、
６
月
、

８
月
）。

　

扶
養
対
象
者
の
所
得
に
つ
い
て

住
所
地
の
市
区
町
村
に
照
会
を
し
、

扶
養
で
き
る
か
ど
う
か
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
住
所
地
が
不
明
な
ど
の

理
由
で
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、

申
告
者
に
問
い
合
わ
せ
を
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
納
税
通
知
書
を
発
送

す
る
前
に
、
税
務
署
で
申
告
し
た

　

所
得
・
課
税
証
明
書
を
交
付
で

き
る
人
は
次
の
①
〜
④
に
該
当
す

る
人
で
す
。
該
当
し
な
い
人
は
、

市
に
課
税
資
料
が
な
い
た
め
、
申

告
を
し
た
後
で
な
け
れ
ば
証
明
書

を
交
付
で
き
ま
せ
ん
。
収
入
が
な

い
人
、
家
族
の
扶
養
に
な
っ
て
い

る
人
も
同
様
で
す
。

①
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
を
し

た
人

②
確
定
申
告
を
し
た
人

③
勤
務
し
て
い
る
会
社
な
ど
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
が
市
へ
提
出

さ
れ
て
い
る
人

④
年
金
支
払
元
か
ら
年
金
支
払
報

告
書
が
市
へ
提
出
さ
れ
て
い
る

人
※
申
告
後
、
市
民
税
・
県
民
税
の

税
額
を
決
定
し
ま
す
。
決
定
後
、

所
得
・
課
税
証
明
書
が
交
付
で
き

ま
す
。
な
お
、
税
額
の
決
定
に
つ

い
て
は
、
最
長
で
２
か
月
程
度
か

か
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

給
与
・
公
的
年
金
等
以
外
（
平

成
26
年
４
月
１
日
に
お
い
て
65
歳

未
満
の
人
は
給
与
所
得
以
外
）
の

所
得
に
係
る
市
民
税
・
県
民
税
に

つ
い
て
は
、
確
定
申
告
な
ど
を
行

う
際
に
、
確
定
申
告
書
等
の
第
二

表
の
『
給
与
・
公
的
年
金
等
に
係

る
所
得
以
外
（
平
成
26
年
４
月
１

日
に
お
い
て
65
歳
未
満
の
人
は
給

与
所
得
以
外
）
の
所
得
に
係
る
住

民
税
の
徴
収
方
法
の
選
択
』
欄
に

あ
る
、「
自
分
で
納
付
」
の
部
分

に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
普

通
徴
収
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
申
告
書
の
控
え
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

市
民
税
・
県
民
税
の
納
税
方
法

市
民
税
・
県
民
税
の

　

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

市
外
に
住
ん
で
い
る
家
族
を

扶
養
し
て
い
る
場
合

申
告
書
の
内
容
を
確
認
し
、

訂
正
を
行
い
ま
す

平
成
26
年
度
（
平
成
25
年
分
）

所
得
・
課
税
証
明
書
の
交
付

は
６
月
上
旬
の
予
定
で
す

市民税・県民税のお知らせ

　

５
月
中
旬
に
給
与
特
別
徴
収
の

納
税
通
知
書
を
事
業
所
へ
、
６
月

上
旬
に
普
通
徴
収
の
納
税
通
知
書

を
納
税
義
務
者
へ
発
送
す
る
予
定

で
す
。

給
与
・
公
的
年
金
等
以
外
の

　

所
得
が
あ
る
場
合

★課税課☎㉕１１２３

人
の
申
告
内
容
の
う
ち
、
次
の
各

項
目
に
つ
い
て
確
認
し
、
必
要
に

応
じ
て
訂
正
し
て
い
ま
す
。

・
扶
養
に
で
き
な
い
人
を
扶
養
に

し
て
い
る
な
ど
、
受
け
ら
れ
な

い
控
除
を
受
け
て
い
る

・
申
告
書
の
計
算
が
誤
っ
て
い
る

・
申
告
書
の
記
載
に
不
備
が
あ
る

・
申
告
し
た
給
与
や
年
金
の
金
額

と
、
市
に
届
い
て
い
る
給
与
支

払
報
告
書
や
公
的
年
金
等
支
払

報
告
書
の
金
額
が
異
な
る

※
申
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
申

告
者
に
問
い
合
わ
せ
を
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

市
民
税
・
県
民
税
の
均
等
割

に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
係
る

関
係
法
令
の
制
定
に
伴
い
、
本
市

に
お
い
て
緊
急
に
実
施
す
る
防
災

の
た
め
の
施
策
に
要
す
る
費
用
の

財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
26

年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
、
個

人
の
市
民
税
の
均
等
割
の
税
額
を

５
０
０
円
加
算
し
、
３
、
５
０
０

円
と
し
、
県
で
も
同
様
に
県
民
税

の
均
等
割
の
税
額
を
５
０
０
円
加

算
し
１
、
５
０
０
円
と
し
ま
す
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
!!
市
民

税
・
県
民
税
申
告

　

申
告
を
済
ま
せ
て
い
な
い
人
は
、

速
や
か
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

明
治
時
代
中
ご
ろ
、
秩
父
の
宮
大
工
の
手
に
よ
り

完
成
し
た
も
の
で
す
。
東
石
清
水
八
幡
神
社
の
例
大

祭
の
附
祭
り
で
曳
き
廻
す
た
め
に
造
ら
れ
ま
し
た
。

秩
父
型
屋
台
と
江
戸
型
人
形
山
車
の
特
徴
を
組
み
合

わ
せ
た
山
車
の
形
式
で
あ
り
、
秩
父
地
方
と
児
玉
地

方
の
結
び
つ
き
を
示
し
て
い
ま
す
。
本
市
の
民
俗
学

上
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

児
玉
上
町
の
山
車

★文化財保護課☎㉕１１８６
４月１日に、民俗文化財１件、有形文化財１件、史跡１件の計３件が新しく本庄市指定文化財に指定されました。

新指定文化財を紹介します

本庄市郷土叢書第３集『本庄市の武蔵武士』を刊行しました
　児玉党は古代末期において武蔵国児玉郡を中心に分布した武蔵七党の一つです。治承・寿永の内乱期に華々
しい活躍をし、坂東武者として名を馳せて、全国各地に一族が広がっていきました。
　しかし、その後の内乱や各地への移住などにより、次第に歴史のかなたへと消えて
いきました。本書は児玉党一族の活躍とその後について調査研究し、本庄市郷土叢書
第３集として刊行しました。

●『本庄市の武蔵武士』体裁　本文52ページ
●『本庄市の養蚕と製糸』体裁　本文26ページ
●『本庄市の鎌倉街道と中山道』体裁　本文56ページ
価格　各５００円　　　　頒布場所　文化財保護課（市役所４階）

　

清
拙
正
澄
は
鎌
倉
時
代
末
期
に
中
国
の
元
よ
り
渡

来
し
た
禅
宗
僧
で
、
鎌
倉
建
長
寺
・
円
覚
寺
、
京
都

建
仁
寺
・
南
禅
寺
な
ど
の
住
職
を
務
め
ま
し
た
。
開

善
寺
（
中
央
二
丁
目
）
と
深
い
つ
な
が
り
の
あ
る
飯

田
市
の
開
善
寺
の
開
山
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
清
拙
正
澄
画
像
は
、
開
善
寺
所
蔵
の
も
の
で
、

中
世
後
期
の
優
れ
た
作
品
と
し
て
極
め
て
重
要
な
文

化
財
で
す
。

絹
本
着
色
清せ

い
せ
つ拙

正
し
ょ
う

澄
ち
ょ
う

画
像

　

小
笠
原
信
之
は
酒
井
忠
次
の
三
男
で
、
徳
川
家
康

に
仕
え
て
い
ま
し
た
。
小
笠
原
信の

ぶ
み
ね嶺

の
娘
を
娶め

と

り
養よ

う

嗣し

子し

と
な
り
、
家
督
を
継
い
で
二
代
本
庄
城
主
と
な

り
ま
す
。
本
庄
城
主
と
し
て
中
山
道
の
整
備
な
ど
本

庄
宿
の
発
展
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
古
河

に
転
封
と
な
り
、
そ
の
地
で
死
去
し
ま
し
た
が
、
開

善
寺
（
中
央
二
丁
目
）
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

小
笠
原
信
之
の
墓

本庄市郷土叢書第１集『本庄市の養蚕と製糸』と
本庄市郷土叢書第２集『本庄市の鎌倉街道と中山道』を増刷しました
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　20歳以上の人は、国民年金に加入し、保険料を納め
ることになっています。
　ただし、学生で収入が少ないなどの理由で、保険料を
納められない場合には、「学生納付特例制度」があります。
　この制度を利用すると、申請して承認を受けることに
より在学期間中の保険料を後払いすることができます。
　承認期間は年金額には反映されませんが、老齢基礎年
金の受給資格期間には算入されます。
　また、事故や病気などによる障害・死亡のときの障害
基礎年金又は遺族基礎年金の納付要件にも算入されます。
申 請先　市民課（市役所１階）、市民福祉課（総合支所
仮庁舎）
用 意　年金手帳、新学年の学生証（コピー可）又は在学
証明書、印鑑

「学生納付特例制度」の受付を開始しました

　すべての年金は、受けられる資格があっても本人の請求がなければ支給されませんので、忘れずに請求しましょう。
○国民年金第１号被保険者のみの期間の人…市民課、市民福祉課
○厚生年金又は国民年金第３号被保険者期間のある人…年金事務所
○共済年金加入期間のある人…共済組合
※共済年金と厚生年金、国民年金の加入期間のある場合は、共済組合と年金事務所へ請求の手続きをしてください。
年金に関するお問い合わせや届出、また年金請求の際には、必ず基礎年金番号が必要となりますので、年金手帳や基
礎年金番号通知書は大切に保管してください。

　　平成26年度の国民年金の保険料は

　　　　月額　１５，２５０　円です。
　保険料納付は割引が受けられる口座振替や前納制度
をご利用ください。

平成26年４月分からの老齢基礎年金の受給額は

　　　年額　７７２，８００　円です。
※20歳から60歳までの40年間、保険料を全額納
付した場合の年金額です。

＊国民年金についてのご相談・お問い合せは下記へ
★市民課☎㉕１１１４
★市民福祉課☎72１３３３
★熊谷年金事務所☎０４８－５２２－５０１２国民年金

年金の請求先

　所得が少ないときや失業などにより国民年金保険料を納めることが困難なときは、保険料の免除等を申請するこ
とができます。これまでは、さかのぼって免除等申請できる期間は、申請時点の直前の７月（学生納付特例は４月）
まででしたが、４月からは、申請時点から２年１か月前までの期間は、さかのぼって免除等申請できるようになり
ました（学生納付特例も同様）。免除等申請を希望する人は、下記の注意事項を確認し、早めの申請をお願いします。

　　　　　　　　

《注意事項》
①申請が遅れると申請できる期間が短くなります。
② 申請が遅れ年金を未納のままにしておくと、万一障害を負うことや死亡することがあった場合に、障害年金や遺
族年金を受けられない恐れがあります。
③審査は申請対象年度に対応する前年所得に基づいてするため、申請しても免除等を受けられない場合があります。
※世帯主（申請者以外）や配偶者がいる人は、世帯主や配偶者の所得審査もありますので、ご本人の所得が少ない
場合でも免除等が承認されないことがあります。若年者納付猶予については、世帯主の所得審査はありません。

　学生納付特例制度などの免除制度を受けた期間は、年
金を受け取るために必要な受給資格期間に算入されます。
　しかし、受け取る年金額は、保険料を全額納付した場
合より少なくなります。
　このため、これらの期間は10年以内（たとえば、平
成26年５月分は平成36年５月末まで）であれば、あと
から保険料を納付（追納）できるようになっています。
将来、受け取る年金額を増額するためには、追納するこ
とをお勧めします。
　保険料の免除や納付猶予などの承認を受けた期間の翌
年度から起算して３年度目以降に保険料を追納する場合
は、当時の保険料額に「経過期間に応じた加算額」が上
乗せされます。

追納制度のご案内

　市内には、本庄地域包括支援センター安誠園と児玉地域包括支援センターの２
か所があり、次のような業務を行っています。なお、虐待防止・権利擁護及び総
合相談支援につきましては、市役所でも相談に応じますので、ご利用ください。

児玉地域包括支援センター
毎月第１月曜日　午後２時～４時
児玉町金屋１３０２－１　☎72５８２８

コンビニ

児玉桜井
 幼稚園

児玉高校

本庄地域包括支援センター安誠園
毎月第３木曜日　午後２時～４時
小和瀬１６６６　☎㉒６２６２

　高齢者のみなさんが自立した生活を送れるように、
今の生活や健康状態を把握し、健康づくりや介護予
防のお手伝いをします。また、要介護認定で、「要支
援１・２」の認定を受けた人を対象に介護予防ケア
プランを作成し、介護予防サービスなどを受けられ
るように事業者などと調整を行います。

介護予防ケアマネジメント

　高齢者のみなさんが安心して暮らすために、権利
や財産を守ることに努めています。
○虐待の相談や早期発見・保護などの対応
○悪質訪問販売などによる消費者被害の防止
○ 認知症などの高齢者の法的支援を進める成年後見
制度の活用

虐待防止・権利擁護

　介護・福祉のことなど、ご本人だけでなく、ご家
族や地域の人からの相談や悩みに専門職が対応しま
す。相談内容に適したサービスの紹介や情報の提供、
又は助言を行うなど、問題解決のための支援をして
います。

◆例えばこんな相談です
○介護サービスを利用したい
○認知症に困っている
○悪質商法に騙されているかも
○家族だけで介護するのは大変だ
○体が弱ってきたので何とかしたい
○近所の一人暮らしの高齢者の姿を見掛けない

総合相談支援

　年齢とともに誰でも物忘れをしやすくなります。認知症を心配する人も少なくありません。そんな不安をお
持ちの人、またご家族でどのように接したら良いのかわからない人、地域包括支援センター職員が下記の日程
でご相談をお受けしています。また、お困りのことがありましたら、随時相談に応じますのでお電話ください。

認知症個別相談

■本庄地域包括支援センター安誠園 ■児玉地域包括支援センター

地域包括支援センター
～高齢者の生活をサポート～

★介護いきがい課☎㉕１１２７

４月から国民年金保険料の免除等申請できる期間が拡大されました

旧 平成26年５月申請→平成25年７月まで
新 平成26年５月申請→平成24年４月まで

（例）
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～広げよう「リサイクルの輪」～

集団資源回収

集団資源回収での分別方法と出し方

集団資源回収予定表 ○印は実施日未定　★は常設

平成26年5月1日号

　みなさんが排出する燃えるごみの約40％を紙類が占めています。そのなかには新聞紙や雑誌類など、き
ちんと分別し、リサイクルのできる紙資源が多く含まれています。１人ひとりが分別すれば、大きな力となっ
てごみが資源に生まれ変わります。市民のみなさんが取り組んでいる集団資源回収事業の一部を紹介しま
す。 

　自治会・ＰＴＡ・子ども会などが地域活動として定期的に実施しているもの
です。積極的に参加することで、リサイクルの輪が広がり、ごみの減量と再資
源化につながります。

※収集品目は、各団体によって異なりますので確認のうえ出してください。

集団資源回収を行う団体を募集しています
　団体登録を行うことにより、市から報奨金を受けることができます。報奨金の交付対象となる団体は、市内
に住所を有する者で組織され、かつ、営利を目的としない団体です。
　詳しくは環境推進課（市役所４階）又は環境産業課（総合支所仮庁舎）へお問い合わせください。

★環境推進課☎㉕１１７２、環境産業課☎72１３３4

　　　　　　　　　　　月団体名 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

宮本町自治会 22 24 26 28 22
泉町自治会 8 14 14 8
上町自治会（本庄） 25 27 28 23 25 22
照若町自治会 18 20 21 16 18 15
南本町自治会 17 21 19 16 20 18 15 20 17 21 21
諏訪町自治会 13 22
上仁手自治会 14 8
小島南自治会 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★
曙自治会 3 7 5 2 6 4 1 6 10 7 7
本庄西小学校ＰＴＡ 7 14
藤田小学校ＰＴＡ 7 6 7
仁手小学校ＰＴＡ 18 29
旭小学校ＰＴＡ 21
北泉小学校ＰＴＡ 10 18
本庄南小学校ＰＴＡ 17 25
中央小学校ＰＴＡ 24 18
児玉小学校ＰＴＡ 31 13
金屋小学校ＰＴＡ ○
本庄東中学校ＰＴＡ 5 11
本庄西中学校ＰＴＡ 26 20

　　　　　　　　　　　月団体名 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

本庄南中学校ＰＴＡ 28 8
児玉中資源回収 6 7
末広町子供会育成会 5 6 10
沼和田子ども育成会 8 9
小島子供育成会 11
万年寺子ども育成会 31 25
下野堂子ども会 10 11
蛭川子供会 11 5
下浅見子ども会 9
本庄すみれ幼稚園 5 19
本庄西幼稚園さくらんぼ会 14 9 10 12 14
本庄旭幼稚園保護者会 14 18 21
児玉櫻井幼稚園母の会 毎週金曜日に実施予定
北泉サッカースポーツ少年団 10
古太萬の会佐久間さんち 10 14 12 9 13 11 8 13 10 14 14
古太萬の会 ポノポノ 16 20 18 15 19 17 21 19 16 20 20
ハートワーク 12 2 7 4 1 6 10 1 5 2 2
ハートtoハート（児玉） 4 1 6 3 7 5 2 7 4 1 1
ハートtoハート（本庄）18 15 20 17 21 19 16 21 18 15 15

みんなでやれば大きな力に！ごみを資源にするために・・・

種　類 主な品目 出し方 回収できないもの

紙　　類
新聞紙（広告含む）
雑誌類（包装紙など）
段ボ－ル、牛乳パック、雑がみ

品目ごとにひもなどで縛る。
牛乳パックは、軽く洗って開
く。

感熱紙、油紙、カ－ボン紙、
写真など

布　　類 衣類 洗濯し、汚れないよう袋に入
れる。

濡れているもの、汚れのひど
いものなど

ガラス類 一升びん、ビ－ルびん、ジュ－ス
びん 軽く洗う。 割れたもの、汚れのひどいも

のなど

金 属 類 スチ－ル製飲料用缶、アルミ製飲
料用缶 軽く洗う。 さびたもの、汚れのひどいも

のなど

対
象　

市
内
に
居
住
し
、
中
学
校

修
了
前
（
15
歳
到
達
後
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
）
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人

※
請
求
者
は
、
保
護
者
の
う
ち
、

よ
り
児
童
の
生
計
を
維
持
す
る
程

度
の
高
い
人
（
所
得
が
高
い
人
）

で
す
。

児
童
手
当
の
額
（
月
額
）

・
３
歳
未
満　

１
５
、
０
０
０
円

・ 

３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
の
第

１
子
・
第
２
子

　
　
　
　
　
　

１
０
、
０
０
０
円

　

第
３
子
以
降

　
　
　
　
　
　

１
５
、
０
０
０
円

・
中
学
生　
　

１
０
、
０
０
０
円

・
所
得
制
限
限
度
額
以
上

　

一
律　
　
　
　

５
、
０
０
０
円

※
第
○
子
と
は
、
養
育
す
る
「
18

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
児
童
」
の
出
生
順

で
す
。

支 

給
日　

２
月
、
６
月
、
10
月
の

各
月
10
日
（
土
・
日
・
休
日
の

場
合
は
直
前
の
平
日
）

※
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
の
手

当
を
支
給
し
ま
す
。

申
請
方
法　

児
童
手
当
を
受
け
る

に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
な
お
、

公
務
員
は
勤
務
先
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

用
意

・
印
鑑
（
朱
肉
を
必
要
と
す
る
も

の
）

・
本
人
確
認
で
き
る
も
の

・
申
請
者
名
義
の
金
融
機
関
の
預

金
通
帳

・
申
請
者
が
国
民
年
金
以
外
に
加

入
し
て
い
る
場
合
は
、
申
請
者

の
健
康
保
険
証
の
写
し
又
は
年

金
加
入
証
明
書

※
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
書
類

（
所
得
課
税
証
明
書
等
）
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
申
請
し
た
月
の
翌
月
分
か

ら
が
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。
申

請
が
遅
れ
た
場
合
、
期
間
を
さ
か

の
ぼ
っ
て
の
手
当
の
受
給
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

児
童
手
当
制
度
の
ご
案
内

平成26年度所得制限限度額

※収入額の目安は、給与収入のみで計算していますので、
ご注意ください。
※所得税法に規定する老人控除対象配偶者又は老人扶養
親族がいる人の限度額（所得額制限限度額）は、上記の
表の額に当該老人控除対象配偶者又は老人扶養親族１人
につき６万円を加算した額。

扶養親族等の数 所得制限限度額 収入額の目安

０人 ６２２万円 ８３３．３万円

１人 ６６０万円 ８７５．６万円

２人 ６９８万円 ９１７．８万円

３人 ７３６万円 ９６０万円

４人 ７７４万円 １００２．１万円

５人 ８１２万円 １０４２．１万円

６人以上
５人を超えた１人につき38万円（老人
控除対象配偶者又は老人扶養親族であ
るときは44万円）を加算した額

　

児
童
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
や
か
な
育
ち
を
社
会
全

体
で
応
援
す
る
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
手
当

を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　

次
の
よ
う
に
、
届
け
出
て
い
る

内
容
が
変
わ
っ
た
と
き
は
手
続
き

が
必
要
で
す
。

・
他
の
市
区
町
村
に
転
出
す
る
と

き
・
出
生
な
ど
に
よ
り
児
童
が
増
え

た
と
き

・
金
融
機
関
を
変
更
し
た
と
き

・
児
童
と
別
居
し
た
と
き

・
児
童
が
施
設
に
入
所
し
た
と
き

・
婚
姻
又
は
離
婚
に
よ
り
、
生
計

を
維
持
す
る
程
度
の
高
い
人（
所

得
が
高
い
人
）
が
変
わ
っ
た
と

き

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
る
人
は
現
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。
現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１

日
に
お
け
る
受
給
者
の
状
況
を
把

握
し
、
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る

要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

受
給
し
て
い
る
人
に
は
６
月
上

旬
に
、『
現
況
届
用
紙
』
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
必
ず
６
月
中
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
が
な
い
場
合
、
６
月
分
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
公
務
員
に
な
っ
た
と
き
な
ど

※
手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
、
遅
れ

た
月
分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
や
さ
か
の
ぼ
っ
て
手
当

を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
子
育
て
支
援
課
☎
㉕
１
１
３
０
、

　

市
民
福
祉
課
☎
72
１
３
３
３

●
児
童
扶
養
手
当

　

父
母
の
離
婚
や
死
亡
な
ど
に
よ
っ

て
、
父
又
は
母
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
な
い
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
や
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父

又
は
母
に
一
定
の
障
害
が
あ
る
人

に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

一
定
の
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
し
ま
す
。

※
認
定
さ
れ
る
と
申
請
月
の
翌
月

分
か
ら
支
給
し
ま
す
。

続
け
て
児
童
手
当
を

受
給
す
る
に
は

届
け
出
の
内
容
が変

わ
っ
た
ら

そ
の
他
の
手
当
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
重
複
受
給
可
）
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み
ん
な
で
防
ご
う
！
高
齢
者
へ
の
虐
待

　

市
で
は
、
高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
の
防

止
の
た
め
の
方
策
や
支
援
に
つ
い
て
話
し

合
う
た
め
に
、
12
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ

る
「
本
庄
市
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
、
高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て
の

連
絡
や
情
報
交
換
、
情
報
提
供
や
情
報
収

集
、
実
態
把
握
、
関
係
機
関
と
の
連
携
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当する人は受験できません。
◆受験案内・申込書等の配布期間　５月１日㈭～６月13日㈮※郵送請求の場合のみ６月６日㈮（必着）
　①行政管理課（市役所３階）及び総務課（総合支所仮庁舎）で配布
　※土・日・休日を除く午前８時30分～午後５時15分
　②市ホームページ（http://www.city.honjo.lg.jp/）からダウンロードできます。
　 ③ 郵送請求　返信用封筒（Ａ４判の用紙が折らずに入る封筒に120円分の切手を貼り、請求者の郵便番号・住所・氏名
を記入したもの）を同封のうえ請求してください。

　・封筒の表には、「受験案内請求」と朱書きしてください。
　・返信用封筒の請求者の氏名の後には「様」を記入してください。
　◎請求先　〒367－8501　本庄市本庄３－５－３　本庄市総務部行政管理課職員係　宛
◆申込期間　６月12日㈭～14日㈯　午前９時～午後５時（14日㈯は正午まで）
◆申込方法　市役所３階行政管理課（14日㈯は市役所１階市民ホール）まで本人が直接持参
　※郵送での申し込みはできません。

第１回平成26年度本庄市職員一般事務職（身体障害者対象）
及び技術職（土木）採用試験を実施します

市職員の人事異動
　市では、次のような人事異動を発令しました。新採用・退職以外は課長級
以上を掲載しています。（　）内は旧職です。

【企画財政部】▽企画課長（財政課長）山下部勝▽
財政課長（環境推進課長）大屋正信
【総務部】▽課税課長（危機管理課長）反町光弘
【市民生活部】▽危機管理課長（水道課長）小林寿嗣
【福祉部】▽障害福祉課長（市民福祉課長）永尾仁一
【保健部】▽部長（企画課長）春山康壽
【経済環境部】▽環境推進課長（総務課長）田島賢二
▽商工課長（体育課長）石川悦男
【都市整備部】▽営繕住宅課長（教育総務課長補佐
兼施設係長）内田光一
【児玉総合支所】▽総務課長（障害福祉課長）高木
弘之▽市民福祉課長（子育て支援課主幹兼久美塚保
育所長）大塚真美
【教育委員会事務局】▽体育課長（農業委員会事務
局長補佐兼農地係長）海沢茂
［議会事務局］▽事務局長（課税課長）阪上賢司
［監査委員事務局］▽事務局長（介護いきがい課副
参事・本庄市シルバー人材センター）吉田稔
【水道部】▽水道課長（監査委員事務局長）坂本和雄

●児玉郡市広域市町村圏組合へ▽企画財政部副参事
（産業開発室長補佐兼産業開発係長）青木光蔵

▽課税課庄田康明・角田彩▽危機管理課小林智美▽
市民課菅原綾美▽子育て支援課山田泰樹・佐藤優華・
永尾真菜実・紫藤彩華▽保険課咲間歩美▽介護いき
がい課斉藤大悟▽商工課五十嵐裕佳▽農政課吉田拓也

４月１日付け　異動

　

一
人
で
、
も
し
く
は
家
族
だ
け
で
、
が

ん
ば
り
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
。
高
齢
者
の

介
護
は
、
長
く
な
る
ほ
ど
気
が
付
か
な
い

う
ち
に
心
身
と
も
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

　

無
理
を
せ
ず
、
一
人
で
抱
え
な
い
で
、

街
ぐ
る
み
・
地
域
ぐ
る
み
で
介
護
者
を
支

援
し
な
が
ら
虐
待
の
芽
を
摘
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養

護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」

で
は
、
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
高
齢

者
を
発
見
し
た
場
合
、
速
や
か
に
通
報
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
虐

待
を
止
め
る
こ
と
は
、
高
齢
者
を
守
る
と

と
も
に
、
虐
待
を
し
て
い
る
人
の
た
め
に

も
必
要
な
こ
と
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た
こ

と
が
あ
れ
ば
、
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★ 

介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
１
２
７
、
本

庄
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
安
誠
園
☎

㉒
６
２
６
２
、
児
玉
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
72
５
８
２
８

・
身
体
的
虐
待　

た
た
く
、
つ
ね
る
、
殴

る
、蹴
る
、や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、ベ
ッ

ド
に
し
ば
り
つ
け
る
な
ど
。

・
心
理
的
虐
待　

子
ど
も
扱
い
す
る
、
怒

鳴
る
、
の
の
し
る
、
悪
口
を
言
う
、
無

視
を
す
る
、
嫌
が
ら
せ
を
す
る
な
ど
。

・
介
護
や
世
話
の
放
棄
・
放
任
（
ネ
グ
レ

ク
ト
）　

食
事
や
水
分
を
与
え
な
い
、

入
浴
さ
せ
な
い
、
お
む
つ
な
ど
を
放
置

す
る
、
劣
悪
な
環
境
の
中
に
放
置
す
る

な
ど
。

・
経
済
的
虐
待　

日
常
生
活
で
必
要
な
お

金
を
渡
さ
な
い
、
使
わ
せ
な
い
、
本
人

の
年
金
や
預
金
な
ど
を
同
意
な
し
に
使

用
す
る
な
ど
。

・
性
的
虐
待　

下
半
身
を
裸
に
し
て
放
置

す
る
、
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
強
要
す
る

な
ど
。

虐
待
に
気
づ
い
た
ら

虐
待
と
は

本
庄
市
高
齢
者
虐
待
防
止

　
　
　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

　

毎
月
３
２
、
５
０
０
部
発
行
の

広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
（
毎
月
１
日
発

行
）
に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
。

募
集
期
間　
５
月
23
日
㈮
ま
で（
必

着
）

広
告
の
規
格
等

①
掲
載
位
置　
「
く
ら
し
の
情
報

す
て
ー
し
ょ
ん
」
の
ペ
ー
ジ
の

最
下
段

②
募
集
枠
数　

２
枠

③
枠
の
大
き
さ
（
１
枠
当
た
り
）

お
お
む
ね
縦
52
㎜
×
横
86
㎜

④
刷
色　

単
色
（
黒
）

⑤
広
告
料
（
１
枠
当
た
り
）

　

３
号
分
に
つ
き
３
０
、
０
０
０

円
⑥
掲
載
期
間　
７
月
〜
９
月
号（
３

号
分
）

※
７
月
号
か
ら
最
長
で
平
成
27
年

３
月
ま
で
（
９
号
分
）
の
申
し
込

み
も
可
能
で
す
。

申
込　

次
の
書
類
を
郵
送
又
は
直

接
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係（
市

役
所
３
階
）
へ
提
出

①
有
料
広
告
掲
載
申
込
書
（
秘
書

広
報
課
で
配
布
又
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

た
も
の
）

②
広
告
の
原
稿
（
電
子
デ
ー
タ
）

③
業
務
内
容
な
ど
が
わ
か
る
書
類

　

４
月
１
日
か
ら
組
織
の
一
部
を

次
の
と
お
り
変
更
し
ま
し
た
。

・
社
会
福
祉
課
庶
務
係
を
社
会
福

祉
課
地
域
福
祉
推
進
係
に
名
称

を
変
更

・
子
育
て
支
援
課
給
付
係
を
新
設

・
健
康
推
進
課
新
施
設
建
設
準
備

係
を
新
設

「
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
」
に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
）

④
納
税
証
明
書
（
申
込
者
が
市
外

の
場
合
）

郵
送
先

〒
３
６
７―

８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３―

５―

３

　

本
庄
市
役
所
秘
書
広
報
課

注
意
事
項

・
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
な
ど

に
よ
り
掲
載
を
決
定
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、「
本
庄
市
有
料
広

告
事
業
取
扱
要
綱
」
及
び
「
広
報

ほ
ん
じ
ょ
う
広
告
掲
載
基
準
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
秘
書
広
報
課
及

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

市
役
所
の
組
織
変
更

▽建設課秋山直大▽都市計画課高田和樹▽営繕住宅課
下山裕輔▽下水道課齋藤麻珠美▽児玉税務対策室長谷
川雅俊▽文化財保護課栗原秀太▽図書館江連里香▽都
市整備部飯塚浩（埼玉県から派遣）▽学校教育課瀧澤
政明（埼玉県から派遣）▽収納課飯島英明（児玉郡市
広域市町村圏組合から派遣）▽危機管理課青木高（児
玉郡市広域市町村圏組合から派遣）

▽木村悟（福祉部参事・本庄市社会福祉協議会）▽関
口博美（保健部長）▽福島光良（議会事務局長）〈再
任用・社会福祉課〉▽清水隆（商工課長）▽金井芳男
（営繕住宅課長）▽鈴木徳雄（文化財保護課副参事兼
課長補佐兼歴史民俗資料館長）〈再任用・生涯学習課〉
▽石渡義幸（社会福祉課長補佐）▽高田良一（子育て
支援課長補佐兼子育て支援係長）▽星野美由貴（子育
て支援課主幹兼いずみ保育所長）〈再任用・子育て支
援課〉▽田島早苗（子育て支援課主幹兼金屋保育所長）
▽大沢美知子（子育て支援課主幹兼秋平保育所長兼本
泉保育所長）▽小川智（環境産業課長補佐兼環境係長）
▽倉林益（生涯学習課長補佐兼児玉文化会館長兼児玉
中央公民館長）▽茂木重行（議会事務局自動車運転手）
〈再任用・議会事務局〉▽飯塚雅彦（都市整備部次長）
埼玉県へ▽黒﨑暢徳（学校教育課指導主事兼課長補佐
兼指導係長）埼玉県へ▽仲原文仁（拠点整備推進課主
査）児玉郡市広域市町村圏組合へ

▽荻野綾子（市民福祉課主事）

４月１日付け　新採用

３月31日付け　退職

４月１日付け　派遣

４月30日付け　退職

募集職種 募集人数 学歴･資格等 年齢

一般事務職
（身体障害者対象） 若干名 －

身体障害者手帳の交付を受けている人で、自力
による通勤、介護なしでの職務遂行及び活字印
刷による筆記試験に対応できる人
※平成27年３月に高等学校を卒業する人は受験
できません。（新規高等学校卒業者の就職に関す
る申し合わせによる。）

昭和54年４月２日から
平成９年４月１日まで
に生まれた人

技術職
（土木） 若干名

大学卒 学校教育法による大学を卒業した人又は平成27
年３月までに卒業見込みの人

昭和59年４月２日以降
に生まれた人

短大卒 学校教育法による短期大学を卒業した人又は平
成27年３月までに卒業見込みの人

昭和63年４月２日以降
に生まれた人

　一般事務職等の採用試験については、９月に実施を予定しています。詳しくは、広報ほんじょう及び市ホームページでお
知らせします。

★行政管理課☎㉕１１６０◆第１次試験日　７月27日㈰　（採用予定年月日　平成27年４月１日㈬）
◆募集職種（詳しくは受験案内をご覧ください。）
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平成25年度　情報公開・個人情報保護制度実施状況をお知らせします
★行政管理課☎㉕１１６１

　市では、開かれた民主的な市政の実現を目指し、情報公開及び個人情報保護制度を実施しています。

個人情報保護制度

情報公開制度
○公開を請求できる人　どなたでも
○ 公開を請求できる情報　平成18年１月10日以後に市職員が職務上作成又は取得した文書、図画、写真、フィ
ルム及び磁気テープなどで実施機関が保有しているもの（平成18年１月９日以前の情報についてもできる
限り公開しています。）

　平成25年度情報公開制度実施状況

○ 開示を請求できる人　市に自分の情報が記録・保管されている本人（未成年者の場合は、法定代理人による
代理人請求が可能です。）

○制度を利用してできること
　 情報の開示、事実と異なる情報の訂正、収集された情報の削除（手続きに違反しているとき）、情報の利用・
提供の中止（手続きに違反しているとき）

請求：平成18年1月10日以後に市職員が職務上作成又は取得した情報の公開を請求権者が求めること
申出：請求以外の場合       
※1件の公開請求に対し、複数の決定がなされたものがあったため、決定内容等の合計が受付件数の合計よ
りも多くなっています。

※今年度は、個人情報の訂正、削除及び利用・提供の停止に関する請求はありませんでした。
※不開示とは、不存在及び存否応答拒否等を理由とする決定です。
※公開できない内容の主なものは、請求者本人以外の個人情報等です。 大

雪
に
よ
る
農
業
被
害
に
関
す

る
相
談
に
つ
い
て

　

２
月
の
大
雪
に
よ
る
農
業
被
害

に
関
し
て
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
農
政
課
（
市
役
所
４

階
）
又
は
環
境
産
業
課
（
総
合
支

所
仮
庁
舎
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 大

雪
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
農
家
の
皆
さ
ま
へ

　

定
額
助
成
単
価
に
施
設
の
面
積

を
乗
じ
た
金
額
と
、
撤
去
を
行
う

た
め
実
際
に
支
出
し
た
費
用
を
比

較
し
、
い
ず
れ
か
低
い
額
を
助
成

し
ま
す
。

助
成
対
象　

被
災
し
た
施
設
（
農

施
設
等
の
撤
去
に
つ
い
て

被
災
し
た
農
業
用
施
設
等
の
廃

材
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

　

被
災
し
た
農
業
用
施
設
等
の
廃

材
〔
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
、
硬
質
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
、
金

属
類
（
鉄
骨
・
鉄
パ
イ
プ
は
除
く
）、

ア
ク
リ
ル
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
〕

の
受
け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。
廃

材
は
す
べ
て
分
別
し
、
適
正
な
搬

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
搬
入
に
際
し
て
は
、
現

場
係
員
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

本
庄
東
中
学
校
サ
ブ
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
字
篭
瀬
７
８
６
）、
Ｊ

Ａ
埼
玉
ひ
び
き
の
児
玉
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
（
児
玉
町
蛭
川
２
３

９
）

期
間　

６
月
30
日
㈪
ま
で
（
日
・

休
日
を
除
く
）　

午
前
９
時
〜

午
後
５
時

用
意　

被
災
証
明
書

★ 

農
政
課
☎
㉕
１
１
７
７
、
環
境

産
業
課
☎
72
１
３
３
４

　私たち民生委員・児童委員は、５月12日㈪を「民生委員・児童委員の日」、
５月12日㈪から18日㈰の間を「活動強化週間」と定め、その活動を知って
もらうため、ＰＲ活動を展開しています。
　また、民生委員制度創設90周年活動強化方策「広げよう 地域に根ざした 
思いやり」の行動宣言に基づき、常に地域住民の立場に立ち、相談・支援活
動を展開し、誰もが安全で安心なまちづくりのために地域づくりをすすめて
います。

実施機関
受付件数 決定内容等

請求 申出 全部公開 部分公開 不存在 非公開 取下げ
市 長 35 1 37 104 7 2 1
教 育 委 員 会  1 0  2  23 0 0 0
議 会  3 1  2   1 0 0 0
そ の 他  0 0  0   0 0 0 0
合　計 39 2 41 128 7 2 1

実施機関 受付件数
決定内容等

全部開示 部分開示 不開示
市 長 21 5 16 0
そ の 他  0 0  0 0
合 計 21 5 16 0

１．安心して住み続けることができる地域社会づくりに貢献します。
２．地域社会での孤立・孤独をなくす運動を提案し行動します。
３．児童虐待や犯罪被害などから子どもを守る取り組みを進めます。
４． 多くの福祉課題を抱える生活困難家庭に粘り強く接し、地域社会とのつ
なぎ役を務めます。

５．日頃の活動を活かし、災害時に要援護者の安否確認を行います。

－行動宣言－

「広げよう 地域に根ざした 思いやり」行動宣言

★社会福祉課☎㉕１１４２

平成25年度個人情報保護制度実施状況

施
設
の
再
建
及
び
修
繕
等
に
つ

い
て

助
成
対
象

①
農
産
物
の
生
産
に
必
要
な
施
設

の
再
建
・
修
繕

②
①
と
一
体
的
に
行
う
附
帯
施
設

の
取
得
・
修
繕

③
附
帯
施
設
の
み
の
取
得
（
修
繕

に
よ
り
利
用
で
き
な
い
場
合
）

④
農
業
用
機
械
の
取
得
（
耐
用
年

数
期
間
内
の
も
の
で
修
繕
に
よ

り
利
用
で
き
な
い
場
合
）

産
物
の
生
産
に
必
要
な
も
の
）

の
解
体
、
廃
材
の
運
搬
・
処
理

費
用

※
申
請
を
し
て
い
な
い
人
は
、
至

急
農
政
課
又
は
環
境
産
業
課
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

叙 勲

故　小暮 昭三 氏

一
般
会
計
予
算
な
ど

36
議
案
を
審
議

平
成
26
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会

　

平
成
26
年
市
議
会
第
１
回
定
例

会
が
、
２
月
27
日
か
ら
３
月
25
日

ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
条
例
等
21
件
、

平
成
26
年
度
当
初
予
算
９
件
、
副

市
長
の
選
任
な
ど
人
事
案
件
４
件
、

議
員
提
出
議
案
２
件
の
計
36
議
案

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

27
日
間
に
わ
た
る
審
議
の
結
果
、

35
議
案
が
可
決
・
同
意
、
議
員
提

出
議
案
１
議
案
が
否
決
さ
れ
、
閉

会
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
市
議
会
第
１
回
定
例

会
で
同
意
さ
れ
、
市
長
に
よ
り
教

育
委
員
に
任
命
さ
れ
た
勝
山
勉
氏

が
４
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
教
育

委
員
会
第
３
回
臨
時
会
で
教
育
長

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
20
日
目
の
３
月
18
日
、

選
挙
管
理
委
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

次
の
４
人
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

の
選
挙
も
同
時
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
育
長
に
勝
山
勉
氏

監
査
委
員
に
三
澤
力
男
氏

副
市
長
に
奥
田
謁
夫
氏

公
平
委
員
会
委
員
に
岩
田
達
夫
氏

選
挙
管
理
委
員
に
各
氏

奥田 謁夫 氏

勝山 勉 氏三澤 力男 氏

岩田 達夫 氏金井 都代 氏 堀口 恭仁子 氏 荒井 一夫 氏 内野 隆次氏

　去る１月27日に逝
去された元本庄市議会
議員・元本庄市収入役
の小暮昭三氏（東五十
子）の生前の功績に対
し、旭日双光章が授与
されました。
　ご冥福をお祈りいた
します。
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　次の表に該当する心身障害者が、要件を満たした場合、通院・通学や生業等のために使用する軽自動車・普通
自動車等のうち、障害者１人につき１台に限り、軽自動車税・自動車税・自動車取得税の減免を受けることがで
きます。なお、自動車税、自動車取得税の減免額には上限があります。

要件　次のいずれかに該当する場合
　○ 車両の所有者及び運転者が該当者本人又は、該当者と生
計をともにする人の場合

　○ 該当者のみで構成される世帯が所有する車両を、常時介
護する人が運転する場合

①軽自動車等の手続き　（※毎年申請が必要です。）
申請場所　課税課（市役所１階）　申請期限　５月26日㈪
※継続申請の人は、市民福祉課（総合支所仮庁舎）でも手続
きできます。詳しくは、課税課へお問い合わせください。
★課税課☎㉕1122・ｆ㉕1191、市民福祉課☎721333

②普通自動車の手続き
申 請場所　県内各県税事務所、自動車税事務所及び各支所（大
宮・熊谷・所沢・春日部）
申請期限　６月２日㈪
※減免登録が済んでいる場合は改めて申請を行う必要はあり
ません。自動車税については本庄県税事務所、自動車取得税
については自動車税事務所熊谷支所へお問い合わせください。
★ 本庄県税事務所☎㉒6100・ｆ㉒2844、自動車税事務所熊
谷支所☎048－532－8011

《①②共通》
持参するもの　
・ 身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳と自
立支援医療受給者証
・印鑑
・運転者の自動車運転免許証
・自動車検査証
・納税通知書
※その他、必要な書類がある場合があります。

心身障害者の「軽自動車税・自動車税・自動車取得税」が減免になります

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合か
らの配分金をさまざまな事業に活用しています。

老人福祉センターつきみ荘の休館日 ☎㉒３６９６

５日㈷・12日㈪・19日㈪・26日㈪・６月２日㈪・９日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日 ☎㉒８１２６

７日㈬・12日㈪・19日㈪・26日㈪・６月２日㈪・９日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程

９日㈮～12日㈪、21日㈬～26日㈪、６月５日㈭～８日㈰

今月の納税納付［納期限：６月２日㈪］
・軽自動車税　全期　　　　・固定資産税　１期
・自動車税　　全期
※自動車税のお問い合わせは自動車税コールセンター
（☎050－3786－1222）へ

市税夜間収納窓口のお知らせ
日時　５月７日㈬・６月５日㈭　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　収納課☎㉕１１２０
　　　・総合支所仮庁舎　市民福祉課税務係☎72１３３３
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口を、
総合支所仮庁舎へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

日時　５月11日㈰
　　　開場　午前11時　試合開始　午後１時 
会場　本庄総合公園市民球場
チケット販売（全席自由）

※外野席は小学生無料。小学生未満は全席無料。
　チケットは、シルクドーム、エコーピア、湯かっ
こほかで販売しています。お問い合わせは下記へ。
★本庄市プロ野球等開催実行委員会（シルクドーム内）☎㉕５６７７

発売券種 前売料金 当日料金
内野席
（椅子）

高校生以上 1,000円 1,200円
小･中学生 300円 400円

外野席
（芝生）

高校生以上 300円 400円
中学生 100円 200円

日時　７月12日㈯　
集合時間　午前10時
集合場所　本庄総合公園駐車場
会場　西武ドーム
試合開始　午後２時
対象　市内在住・在勤・在学者
定員　300人（先着順）
参加費　3,000円（交通費・内野指定席料金）
申込　 ５月19日㈪から６月18日㈬までに、参加費

を添えて直接シルクドームへ

2014イースタン ・ リーグ公式戦

埼玉西武ライオンズ VS  読売ジャイアンツ
市民応援バスツアーを開催

埼玉西武ライオンズ VS オリックス・バッファローズ

「本庄早稲田の杜里山塾２０１４」を開催
　早稲田大学本庄キャンパスや大久保山には、まとまった雑木林が残されているため、オオタカをはじめ多
くの動植物が生活しています。
　観察や循環型農業を行いながら里山の持つ意味や時の流れを通じた人と自然の関わりについて体験しなが
ら学んでみませんか。

集 合場所　早稲田リサーチパーク・コミュニ
ケーションセンター
時間　午前９時～午後０時30分
講 師　大堀　聰　先生（早稲田大学創造理工
学部非常勤講師）ほか
定員　40人程度（多数の場合抽選）
※応募者全員に後日連絡します。
費 用　無料（エクスカーション参加者は、別
途1,000円程度のバス代がかかります。）
申 込　５月22日㈭までに、氏名・住所・年
齢（学生の場合は学
年）・連絡先を記入の
うえ、ファックス又は
電話で（公財）本庄早
稲田国際リサーチパー
クへ

日　　時 テ　ー　マ

５月31日㈯ 大久保山散策（オオタカ、シジュウカ
ラ観察）

６月14日㈯ 循環型農業（サツマイモ植え付け）と
散策

７月19日㈯ エクスカーション１
９月20日㈯ エクスカーション２
10月18日㈯ 循環型農業（サツマイモ収穫）と散策
11月15日㈯ エクスカーション３
12月20日㈯ 里山保全作業（落ち葉かき）
平成27年
１月17日㈯ 散策と1年間の活動の振り返り

※エクスカーションは、各地の環境保全活動の視察及び体
験活動として、新潟県越後湯沢、100年の森（神川町）、
早稲田大学所沢キャンパスを予定しています。場所や日程
は変更する可能性があります。
★（公財）本庄早稲田国際リサーチパーク☎㉔７４５５・Ｆ㉔７４６５ 昨年の様子

★障害福祉課☎㉕1125・ｆ㉓1963

減免の対象となる障害の区分及び級
手帳の種類及び障害の区分 減免の対象となる障害の級

身
体
障
害
者
手
帳

心臓､じん臓、呼吸器、
小腸、ぼうこう又は直腸 １級又は３級

体幹 １級から３級まで及び５級

聴覚 ２級又は３級

視覚
１級から３級まで及び４級
の１（４級のうち両眼の視
力の和が0.09～ 0.12）

音声又は言語機能 ３級（こう頭が摘出された
場合に限ります。）

平衡感覚 ３級

上肢 １級又は２級

下肢 １級から６級まで

乳幼児期以前の非進行性
脳病変による運動機能
（上肢）

１級又は２級

乳幼児期以前の非進行性
脳病変による運動機能
（移動）

１級から６級まで

ヒト免疫不全ウィルスに
よる免疫機能、肝臓 １級から３級まで

戦傷病者手帳 身体障害者手帳の減免の範
囲に準じます。

療育手帳 Ⓐ又はA

精神障害者保健福祉手帳 １級で、かつ精神通院医療
を受けている人

※障害名が「左半身不随」のような場合は、障害の区分
ごとの等級（上肢○級、下肢○級）により判定します。
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　＝行事案内　　　＝会員募集募行
みなさんの情報交換の場

★ ６月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっきり写った
お子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、40字以内のコメント、保護者の氏名、
連絡先を記入のうえ下記の宛先へ郵送又は直接持参してください。（応募多数の場合抽選）
※応募いただいた写真は返却できません。５月生まれのみんな

あて先 〒367-8501　本庄市本庄３-５-３　本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎㉕1155　Ｆ㉑８499　※締め切りは５月15日㈭必着です。

チエちゃんお誕
生日おめでとう！
お姉ちゃんと仲
良く、元気ニコ
ニコで大きくなっ
てね

１歳のお誕生日
おめでとう！食
いしん坊でやん
ちゃな玲くん♪
兄弟仲良く大き
くなってね。

初めてのお誕生
日おめでとう!!
これからもキラ
キラした毎日が
送れるとイイネ!!

１歳のお誕生日
おめでとう！こ
れからも笑顔で
元気いっぱいに
大きくなってね。

　

め
で
た
く
１
０
０
歳
を
迎
え
ら

れ
た
今
井
の
明
星
ナ
カ
さ
ん
（
大

正
３
年
４
月
６
日
生
ま
れ
）
に
、

吉
田
市
長
か
ら
お
祝
い
の「
寿
状
」

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

本庄市文化展実行委員会主催
「本庄市文化展」　　

日 時　５月30日㈮～６月１日㈰　午前９時～
午後５時（６月１日は午後２時まで）

会場　市役所１階市民ホール
費用　無料
※５月31日㈯午前９時から午後３時までは、
新鮮野菜の直売も行っています。
問い合わせ　森田☎080－3209－5545

行

加
か

藤
とう

　玲
れい

ちゃん〈１歳〉
（見福３丁目）

島
しまざき

崎　一
いち

華
か

ちゃん〈１歳〉
（児玉町児玉）

３姉妹の中で１
番のムードメー
カーの玲南。こ
れからもご飯を
たくさん食べて
大きくなってね!!

神
かみおか

岡　玲
れ な

南ちゃん〈２歳〉
（日の出１丁目）

齋
さいとう

藤　快
かい

斗
と

ちゃん〈１歳〉
（下野堂３丁目）

６歳のお誕生日
おめでとう。大
きくなったね。
これからもはな
と仲良しでいて
ください。

八
や ぎ

木ひなたちゃん〈６歳〉
（西富田）

片
かたやま

山　知
ち え

慧ちゃん〈１歳〉
（若泉１丁目）

明星　ナカ さん
（今井）

　金屋土地改良区は、永年に
わたる土地改良事業の推進が
評価され、全国土地改良功労
者等表彰の銅賞を受賞しまし
た。
　受賞おめでとうございます。

　４月１日、市は㈱ナックと
災害時にクリクラ本庄工場の
飲料水等の優先供給等の協力
を目的とした協定を締結しま
した。
★危機管理課☎㉕１１８４

全国土地改良功労者等表彰銅賞を受賞

㈱ナックと「災害時における飲料水等の優先
供給に関する協定」を締結

３月27日　市長表敬訪問

本庄市民ホールコンサート実行委員会主催
「本庄市民ホールコンサートvol.4」　　
日時　６月８日㈰　午後１時～３時
会場　市役所１階市民ホール
費用　無料　定員　300人
その他　企画運営委員募集中
問い合わせ　片山☎090－1659－6964

行

でんごん広場

市民農園「美都里」　　
場所　都島及び小島地内
区画数　７区画
費用　年間3,000円（50㎡）
対象　市内在住者
※農具などの貸し出しもあります（有料）。
問い合わせ　戸塚☎090－5342－8709

募

４ ６

４ ８４ ８

４ 12 本庄早稲田駅開業
10周年記念イベント

こだま千本桜まつり

若泉公園桜まつり

秋平さくら保育園
太陽光発電点灯式

市立小中学校入学式
　市立小学校12校・中学校４校で入学式が行われま
した。小学校では629人、中学校では696人の新入
生が新しい学び舎に期待を胸に集まりました。

　ミニ新幹線の乗車体験や10周年を記念した弁当
の販売などが行われ、多くの人でにぎわいました。

　NPO法人ネットワークひがしこだいらが「埼玉県市民
共同太陽光発電事業」の補助金と募った寄附金により、
（学）桜井学園 秋平さくら保育園に太陽光発電を設置し
ました。

▲北泉小学校入学式

４ 13

でんごん広場の掲載申し込み
は、秘書広報課（☎㉕1155）
へお問い合わせください。

�

※28ページ（裏表紙）に「まちかどスナップ②」があります。
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広
告
）

（
広
告
）

（
広
告
）

（
広
告
）

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。

★秘書広報課☎㉕１１５５
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本
庄
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会

委
員
を
募
集

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
委
員
は
、

市
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
に
市
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
、
市
民
と
共
に
ス

ポ
ー
ツ
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
教
育
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
る

非
常
勤
の
職
員
で
、
市
の
ス
ポ
ー

ツ
推
進
に
資
す
る
た
め
の
施
策
の

総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
調
査
審
議
を
行
い
ま
す
。

応 

募
資
格　

20
歳
以
上
の
市
内
在

住
者
（
学
生
を
除
く
）

※
ま
た
、
既
に
他
の
審
議
会
な
ど

の
委
員
に
３
機
関
以
上
委
嘱
さ
れ

て
い
る
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
人
員　

２
人

任 

期　

７
月
１
日
か
ら
平
成
28
年

６
月
30
日
ま
で
（
２
年
間
）

報 

酬　

６
、
２
０
０
円
（
１
回
）

※
年
２
回
程
度
、
審
議
会
を
開
催

し
ま
す
。

選
考
方
法　

書
類
審
査

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応 

募
方
法　

５
月
30
日
㈮（
必
着
）

ま
で
に
次
の
書
類
な
ど
を
郵
送

又
は
体
育
課
ま
で
直
接
持
参

① 

本
庄
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会

委
員
応
募
申
込
書
及
び
「
本
庄

市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
８
０
０
字
程
度
の
作
文

②
市
税
に
滞
納
が
な
い
証
明
書

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

本庄市長

しんげの
一言メッセージ市長コラム

本庄早稲田駅開業10周年によせて

　
「
自
転
車
も

　
　
　
　

の
れ
ば
車
の

　
　
　
　
　
　
　

な
か
ま
い
り
」

　

車
両
の
運
転
者
と
し
て
責
任
を

自
覚
し
、
加
害
者
や
被
害
者
に
な

ら
な
い
よ
う
交
通
ル
ー
ル
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

◆
運
動
重
点

① 

自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩

道
は
例
外
で
す
。

② 

車
道
は
左
側
を
通
行
し
ま
し
ょ

う
。（
逆
走
は
ダ
メ
！
）

③ 

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道

寄
り
を
徐
行
し
ま
し
ょ
う
。

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・ 
飲
酒
運
転
、
二
人
乗
り
、
並
進

の
禁
止

・
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

・ 

交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時

停
止
、
安
全
確
認

⑤ 

幼
児
や
児
童
が
自
転
車
を
利
用

す
る
際
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

ら
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
転

車
を
利
用
す
る
人
は
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

⑥ 

定
期
的
に
点
検
整
備
を
し
ま
し
ょ

う
。

　

市
で
は
、本
庄
地
域
で
高
崎
線
の

南
地
区
及
び
児
玉
地
域
の
一
定
の

年
齢
の
人
に
生
活
機
能
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
発
送
し
ま
し
た
。

　

ご
自
宅
に
届
か
な
か
っ
た
人
で

介
護
予
防
事
業
に
興
味
の
あ
る
人

に
は
、
希
望
に
よ
り
同
様
の
も
の

を
お
送
り
し
ま
す
。
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
の
回
答
結
果
に
よ
っ
て
介
護

予
防
事
業
へ
の
紹
介
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

対 

象　

要
介
護
度
の
な
い
65
歳
以

上
の
市
民

＊ 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
へ

★ 

介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
１
２

７
⑦ 

自
転
車
総
合
保
険
や
個
人
賠
償

責
任
保
険
な
ど
の
保
険
に
入
り

ま
し
ょ
う
。

★ 

危
機
管
理
課
☎
㉕
１
１
８
４
、

総
務
課
☎
72
１
３
３
２

５
月
は
九
都
県
市
一
斉「
自
転

車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
強
化
月
間
」

で
す

※
応
募
書
類
は
体
育
課
（
市
役
所

４
階
）、
シ
ル
ク
ド
ー
ム
、
エ
コ
ー

ピ
ア
で
配
布
し
ま
す
。

応
募
先　

〒
３
６
７―

８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３―

５―

３

　

本
庄
市
教
育
委
員
会
体
育
課

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

生
活
機
能
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
発
送
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
街
地
化
の
進
展
や

局
地
的
な
大
雨
（
ゲ
リ
ラ
豪
雨
）

の
増
加
に
伴
い
、
側
溝
・
下
水
道

や
排
水
路
の
雨
水
排
水
能
力
を
上

回
る
雨
水
流
出
に
備
え
る
た
め
、

内
水
は
ん
濫
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
各
家
庭
へ
の
配
布
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

※
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

★
下
水
道
課
☎
㉕
１
１
４
７

内
水
は
ん
濫
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
し
ま
し
た

対 

象　

現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち

で
、
引
き
続
き
治
療
が
必
要
な

20
歳
未
満
の
人

受 

付
期
間　

５
月
９
日
㈮
か
ら
６

月
13
日
㈮
ま
で
（
土
・
日
・
休

日
を
除
く
）

受
付
場
所　

本
庄
保
健
所

提 

出
書
類　

申
請
書
、
医
療
意
見

書
、
生
計
中
心
者
の
所
得
税
関

係
証
明
書
な
ど

※
保
健
所
か
ら
必
要
書
類
が
郵
送

さ
れ
ま
す
。

★
本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
給
付

の
継
続
申
請
の
受
け
付
け
を
開

始
し
ま
す

本
庄
市
環
境
審
議
会
委
員
を

募
集

　

市
で
は
、
広
く
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
の
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、

本
庄
市
環
境
審
議
会
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

　

審
議
会
で
は
、
恵
み
豊
か
な
環

境
を
保
全
す
る
た
め
、
環
境
に
関

す
る
基
本
的
な
事
項
や
重
要
な
施

策
を
調
査
・
審
議
し
ま
す
。

応 

募
資
格　

20
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
者
で
年
間
３
回
程
度
、

平
日
の
日
中
の
会
議
に
出
席
で

き
る
人

※
ま
た
、
既
に
他
の
審
議
会
な
ど

の
委
員
に
３
機
関
以
上
委
嘱
さ
れ

て
い
る
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
人
員　

３
人
以
内

任 

期　

６
月
１
日
か
ら
平
成
28
年

５
月
31
日
ま
で
（
２
年
間
）

選
考
方
法　

書
類
審
査

※
結
果
は
、
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

応 

募
方
法　

５
月
23
日
㈮（
必
着
）

ま
で
に
任
意
の
用
紙
に
必
要
事

項
（
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
経
歴
）
を
記
入
の

う
え
、「
本
庄
市
の
環
境
づ
く

り
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
４
０
０
字
以
上
８
０
０
字
以

内
の
作
文
を
添
え
て
、
左
記
へ

郵
送
又
は
直
接
持
参

応
募
先　

〒
３
６
７―

８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３―

５―

３

　

本
庄
市
役
所
環
境
推
進
課

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
環
境
推
進
課
☎
㉕
１
１
７
３

　

６
月
１
日
は
、「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
で
す
。
熊
谷
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
で
は
、「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
の
行
事
と
し
て
、
人
権
に

関
す
る
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

日 

時　
６
月
２
日
㈪　
午
後
１
時
〜

４
時

会 

場　

市
役
所
１
階
市
民
相
談
室
、

セ
ル
デ
ィ
１
階
和
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
熊
谷
支

局
☎
０
４
８―

５
２
４―

８
８

０
５

人
権
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　本庄早稲田駅は３月13日で開業10周年を迎え、去
る４月12日にＪＲ東日本高崎支社の主催で記念イベン
トが開催されました。
　本庄に新幹線駅をという市民の願いは、今から40年
以上前の上越新幹線が計画された時代からありました。
誘致運動が本格化したのは時代が平成に代わる頃で、
周辺各自治体の賛同を得て新駅設置期成同盟会が発足
し、その後誘致運動は本格化。平成10年に埼玉県と早
稲田大学の強い応援を得て、ＪＲ東日本により設置決
定が発表されました。駅建設に向けての大きな一歩で
した。
　しかし建設費用は巨額で、全額地元負担が条件でし
た。埼玉県が41億円、旧本庄市が41億円、旧児玉町
を含む地方拠点法に指定された当時の６つの町村で20
億5千万円、残りを早稲田大学の７億円を筆頭に多くの
団体や企業、そして市民の皆さまからのご寄附、合計
約14億３千万円をいただき建設に着手。名前も公募に
より「本庄早稲田」と決定し、平成16年３月、長年の
地元の悲願であった新幹線駅は完成開業したのです。

　開業後10年間も実にさまざまな出来事がありました。
開業年には天皇皇后両陛下の行幸啓を仰ぎ、その次の
日には中越地震が発生。平成18年には駅周辺整備の事
業認可が下り、平成22年にまちびらき。翌23年には
東日本大震災で約1,000人の乗降客が駅に足止めされ
ました。今日、周辺整備により南北ともロータリーが
大きく完成。本庄早稲田の杜づくりはまだ途上である
とはいうものの大企業本社や大型店も進出し、駅の周
りの景色も大きく変わりました。乗降客数はリーマン
ショックで一時落ち込み、列車本数の増加は実現して
いませんが、近年乗降客数は再び増加傾向にあります。
今後ぜひとも本数の増加につなげたいものです。
　記念イベントの日、私は本庄早稲田駅構内にある寄
附者の芳名板を改めて拝見しつつ、開業までの間にご
寄附いただいた多くの市民の皆さま、そしてご尽力い
ただいた歴代の本庄市長、埼玉県知事、早稲田大学総長、
ＪＲ東日本社長はじめすべての関係者、そして開業後
の10年間ご尽力いただいた歴代駅長はじめ多くの関係
者に、心から敬意と感謝の念を捧げたところです。

お
知
ら
せ



（
広
告
）

（
広
告
）
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「
愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室
」を

開
催

　

犬
に
関
す
る
法
令
や
適
正
な
飼

い
方
を
学
び
、
家
族
の
一
員
と
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
犬
の
し
つ
け
方

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

① 

講
習
「
法
令
、
犬
の
習
性
、
行

動
、
し
つ
け
方
、
問
題
行
動
に

つ
い
て
」

日 

時　

５
月
13
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

������������������
������������

�������������������

������������

��������������

��������
������

　

地
域
産
業
の
基
盤
を
強
化
し
、次

世
代
に
資
す
る
人
材
を
育
成
す
る

た
め
、
管
理
監
督
者
を
対
象
と
し

た
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

日 

時　

６
月
23
日
㈪
・
24
日
㈫　

全
２
回　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時
45
分

会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内 

容　

組
織
を
担
う
管
理
監
督
者

と
し
て
必
要
な
「
知
識
・
役
割
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
コ
ー
チ
ン
グ
」

等
の
基
本
事
項
を
、
実
習
や
討

議
を
通
じ
て
習
得

定
員　

30
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参 

加
費　

１
３
、
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
を
含
む
）

申 

込　

６
月
13
日
㈮
ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
（
電

話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

又
は
電
話
で
左
記
へ

★ 

（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
㉔
７
４
５
５
・

Ｆ

㉔
７
４
６
５

「
新
任
管
理
監
督
者
研
修
」
〜

部
下
の
指
導・育
成
、リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

の
向
上
〜
を
開
催

子育て講座の参加者を募集します

①子育てママコース～ママを楽しむコツ、教えます～
※子どもと一緒の参加及び１回のみの参加も可能です。
参加費　100円（１回）

②子育て支援者コース～子育て経験、活
い

かせます～
（ファミリー・サポート・センター援助会員養成講座）
※全５回のコースです。また、別室で託児があります。
参加費　100円（７月８日のみ）

日時 内　容 日時 内　容
６月10日㈫ 「楽しくきれいに！おうちでも出来ちゃう

親子ピラティス」、「ママカフェ～ホッと一
息ママトークタイム～」

６月13日㈮ 「ファミサポ事業説明」、「子どもの心と体
の発達～子どもの成長に応じた関わり方」

６月17日㈫ 「もしもの時に備えて…子連れ防災体験」、
「ママカフェ～知りたい！子育て情報～」

６月20日㈮ 「預かりの心構え～コミュニケーションの
取り方～」

７月１日㈫ 「舞台はひざの上～子どもの共感を育む紙
芝居の世界～」、「ママカフェ座談会」

６月27日㈮ 「子どもに起きやすい事故の防止～幼児安
全救急法～」

７月８日㈫ 「毎日をちょっと素敵に！子どもとふれあうスキンケア＆マッサージ」
７月14日㈪ 子育てサロン「ゆうゆう」体験 ７月４日㈮ 子育てサロン「ゆうゆう」体験
《①②共通》
時間　午前10時～ 11時30分（７月８日㈫は午前10時～正午）
会場　中央公民館（７月４日㈮は前原児童センター、７月14日㈪は日の出児童センター）
定員　各15人（先着順）
申込　５月12日㈪から電話で下記へ
★本庄市ファミリー・サポート・センター（本庄市社会福祉協議会内）☎㉔２７５５

　

毎
月
、
楽
器
を
使
っ
た
リ
ズ
ム

遊
び
・
制
作
・
親
子
体
操
な
ど
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

①
ワ
ク
ワ
ク
お
話
し
会

日
程　

５
月
17
日
㈯

日
の
出
保
育
園
子
育
て
支
援

事
業「
す
く
す
く
広
場
」を
開

催

日 

時　

６
月
２
日
か
ら
30
日
ま
で

の
毎
週
月
曜
日　

全
５
回　

午

後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場　

共
和
公
民
館

対 

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円

講 

師　

堀
米　

秀
夫　

先
生
（
日

本
武
術
太
極
拳
連
盟
公
認
Ａ
級

指
導
員
）

用 

意　

運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴

申 

込　

５
月
13
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

太
極
拳
大
会
」
を
開
催

日
時　

６
月
８
日
㈰

　

受
付　

午
前
９
時

会
場　

シ
ル
ク
ド
ー
ム

参 

加
資
格　

市
内
在
住
者
、
連
盟

会
員
、
愛
好
者

参 

加
費　

２
、
０
０
０
円
（
連
盟

会
員
は
５
０
０
円
）

種
目　

集
団
演
武
・
個
人
演
武

※
そ
れ
ぞ
れ
入
門
・
初
級
・
24
式
・

32
式
剣
ほ
か
が
あ
り
ま
す
。

＊ 

申
し
込
み
は
、
５
月
26
日
㈪
ま

で
に
太
極
拳
連
盟
・
金
子
（
☎

㉑
９
４
６
７
）
へ

日 

時　

６
月
１
日
か
ら
29
日
ま
で

の
毎
週
日
曜
日　

全
５
回　

午

前
９
時
〜

会
場　

武
道
館

対
象　

小
学
生
以
上

講
師　

市
剣
道
連
盟
会
員

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

※
小
学
生
が
参
加
す
る
場
合
、
で

き
る
だ
け
親
子
で
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

参
加
費　

無
料

※
用
具
は
貸
与
し
ま
す
。

申 

込　

５
月
13
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

太
極
拳
教
室
」
を
開
催

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

親
子
剣
道
教
室
」
を
開
催

　

郷
土
出
身
の
偉
人
、
塙
保
己
一

先
生
の
遺
徳
と
事
績
を
広
く
社
会

に
顕
彰
す
る
た
め
、
遺
徳
顕
彰
会

が
設
立
さ
れ
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

日 

時　
５
月
31
日
㈯　
午
後
２
時
〜

4
時

会 

場　

セ
ル
デ
ィ

内
容　

総
会
、
記
念
講
演

記
念
講
演
講
師

　

 

嵐　

義
人　

氏
（
國
學
院
大
學

神
道
文
化
学
部
教
授
）

※
講
師
は
、
群
書
類
従
の
版
木
の

保
存
と
塙
先
生
の
事
績
を
啓
発
し

て
い
る
公
益
社
団
法
人
温
故
学
会

か
ら
「
塙
保
己
一
研
究
の
第
一
人

者
」
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

★ 

総
検
校
塙
保
己
一
先
生
遺
徳
顕

彰
会
事
務
局
（
セ
ル
デ
ィ
内
）

☎
72
８
８
５
１

「
総
検
校
塙
保
己
一
先
生
遺
徳

顕
彰
会
」
の
総
会
を
開
催

　

本
庄
市
に
流
れ
る
「
男
堀
川
」

の
生
物
調
査
や
清
掃
活
動
に
親
子

で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日 

時　

６
月
７
日
㈯　

午
前
８
時

40
分
〜
午
後
１
時

会 

場　

男
堀
川
（
早
稲
田
大
学
本

庄
キ
ャ
ン
パ
ス
付
近
）

内 

容　

実
際
に
川
に
入
っ
て
、
川

の
生
き
物
を
捕
ま
え
た
り
、
川

を
き
れ
い
に
し
た
り
し
て
、
里

川
の
自
然
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

※
解
散
時
に
軽
食
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

対 

象　

本
庄
市
・
児
玉
郡
内
在
住

の
小
学
校
３
年
生
以
上
の
児
童

と
保
護
者

※
児
童
の
み
参
加
の
場
合
は
、
小

学
校
５
年
生
以
上
が
対
象
で
す
。

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申 

込　

５
月
７
日
㈬
午
前
９
時
か

ら
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連

絡
先
（
電
話
番
号
な
ど
）
を
記

入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は

電
話
で
左
記
へ

★ 

（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
㉔
７
４
５
５
・

Ｆ

㉔
７
４
６
５

自
然
体
験
イ
ベ
ン
ト「
川
の
生

き
も
の
み
っ
け
隊
〜
里
川
保
全

活
動
〜
」
を
開
催

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

② 

実
技
「
基
本
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」

日 

時　

５
月
16
日
㈮
・
20
日
㈫
・

27
日
㈫
・
６
月
３
日
㈫　

全
４

回　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
定
員　

５
人
（
先
着
順
）

対 

象　

生
後
６
か
月
以
上
１
年
未

満
の
愛
犬
と
飼
い
主

※
こ
れ
か
ら
犬
を
飼
う
予
定
の
人

も
参
加
で
き
ま
す
。

《
①
②
共
通
》

会
場　

本
庄
保
健
所

参 

加
費　

無
料
（
実
技
参
加
者
の

傷
害
保
険
代
を
含
む
）

※
講
習
参
加
者
は
①
の
み
、
実
技

参
加
者
は
①
と
②
へ
の
参
加
（
全

５
回
）
と
な
り
ま
す
。

＊ 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
へ

★
本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１

② 

劇
団
小
さ
い
お
城
「
長
ぐ
つ
を

は
い
た
猫
」
ほ
か

日
程　

６
月
９
日
㈪

③
赤
ち
ゃ
ん
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
程　

６
月
24
日
㈫

④
○
で
あ
そ
ぼ
う

日
程　

７
月
12
日
㈯

《
①
〜
④
共
通
》

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時

会
場　

日
の
出
保
育
園

対  

象　

３
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
保

護
者

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

＊ 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
へ

★
日
の
出
保
育
園
☎
㉑
５
２
６
３

日 

時　

６
月
４
日
か
ら
25
日
ま
で

の
毎
週
水
曜
日　

全
４
回　

午

後
７
時
〜
９
時

会
場　

市
民
体
育
館

講 

師　

鈴
木
洋
子
先
生
（
Ｊ
Ｉ
Ａ

指
導
審
判
員
）

対 

象　

市
内
在
住
・
在
勤
者
及
び

協
会
員

※
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
初
心

者
や
親
子
で
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。

本
庄
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
主
催「
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教

室
」
を
開
催

参
加
費　

無
料

用 

意　

運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申 

込　

６
月
３
日
㈫
ま
で
に
電
話

又
は
直
接
体
育
課
へ

＊ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、市
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
協
会
・
新
井
（
☎
㉑
４
８

８
０
）
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

ス
ポ
ー
ツ

催　

し
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本
庄
西
公
民
館 

☎
㉑
８
７
８
６

◆
季
節
の
美
味
し
い
野
菜
料
理

日
時　

６
月
５
日
㈭　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分

講
師　

食
生
活
改
善
推
進
員

内
容　

旬
の
野
菜
を
使
っ
た
美
味

し
い
料
理
を
作
る

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　

５
月
15
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
楽
し
い
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

日
時　

６
月
７
日
か
ら
28
日
ま
で

の
毎
週
土
曜
日　

全
４
回　

午

後
１
時
〜
２
時
30
分

講
師　

鈴
木　

博
子　

先
生

内
容　

基
礎
・
基
本
か
ら
誰
で
も

楽
し
め
る
入
門
コ
ー
ス

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

用
意　

運
動
す
る
服
装

申
込　

５
月
14
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

藤
田
公
民
館 

☎
㉒
２
３
３
２

◆
お
い
し
い
パ
ン
作
り
教
室

日
時　

５
月
22
日
㈭　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時

講
師　

中
央
公
民
館
職
員

内
容　

フ
ラ
イ
パ
ン
で
作
る
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
マ
フ
ィ
ン

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

７
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込　

５
月
12
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ア
ッ
プ
体
操
教
室

日
時　

６
月
３
日
か
ら
24
日
ま
で

の
毎
週
火
曜
日　

全
４
回　

午

後
２
時
〜
３
時
30
分

講
師　

岩
崎　

禮
子　

先
生

内
容　

ボ
ー
ル
、ベ
ル
、ベ
ル
タ
ー

の
用
具
を
使
用
し
な
が
ら
、
音

楽
と
体
力
に
合
わ
せ
て
行
う
楽

し
い
健
康
体
操

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
又
は
バ

本
庄
南
公
民
館 

☎
㉑
８
７
８
５

◆
初
心
者
着
物
着
付
け
教
室

日
時　

５
月
27
日
か
ら
６
月
17
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
日　

全
４
回

午
後
７
時
〜
９
時

講
師　

木
村　

幸
子　

先
生
（
山

野
流
着
物
着
付
師
）

内
容　

着
物
着
付
け
の
い
ろ
は
か

ら
学
ぶ

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

用
意　

長
じ
ゅ
ば
ん
、
ひ
も
（
３

本
）、
伊
達
締
め
（
１
本
）、
タ

オ
ル
（
２
枚
）、
筆
記
用
具

申
込　

５
月
12
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
歌
声
教
室

日
時　

６
月
９
日
㈪
・
16
日
㈪　

全
２
回　

午
後
７
時
〜
８
時

講
師　

中
村　

忍　

先
生
（
早
稲

田
大
学
本
庄
高
等
学
院
教
諭
）

内
容　

な
つ
か
し
い
歌
、
思
い
出

の
歌
を
合
唱

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

用
意　

筆
記
用
具

申
込　

５
月
26
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

ビーズネックレス 七宝焼きネックレス・
ブローチ

中
央
公
民
館 

☎
㉒
２
７
９
８

◆
６
月
の
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放
日

　

初
級
者
で
パ
ソ
コ
ン
を
練
習
し

た
い
人
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
直
接
公
民
館
へ
。

開
放
日　

毎
週
火
・
金
曜
日

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
が
常

駐
し
、
初
級
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で

あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。

◆
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
習
会
（
夜
の

ク
ラ
ス
）

日 

時　

５
月
27
日
か
ら
６
月
24
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
日　

全
５
回

午
後
６
時
〜
９
時

講 

師　

南　

徳
美　

先
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
、
０
０
０
円

申 

込　

５
月
13
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
ワ
ー
ド
基
礎
講
習
会
（
夜
の
ク

ラ
ス
）

日
時　

５
月
28
日
か
ら
６
月
25
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

全
５
回

午
後
６
時
〜
９
時

講
師　

南　

徳
美　

先
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
、
０
０
０
円

申
込　

５
月
13
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
初
心
者
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
教
室

日
時　

５
月
26
日
㈪　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

武
田　
美
奈
子　
先
生（
シ

ル
ビ
ア
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
認

定
講
師
）

内
容　

初
心
者
に
あ
っ
た
丁
寧
な

指
導
で
ア
レ
ン
ジ
の
楽
し
さ
を

学
ぶ

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
５
０
０
円

用
意　

剪
定
ば
さ
み

申
込　

５
月
13
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

児
玉
中
央
公
民
館（
セ
ル
デ
ィ
）

　
　
　
　
　
　

☎
72
８
８
５
１

◆
月
釜
茶
会

　

お
茶
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
毎
月
第
２
日
曜
日
に

開
催
し
て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、
１

月
と
８
月
は
お
休
み
で
す
。）

日
時　
５
月
11
日
㈰　
午
後
１
時
〜

４
時

費
用　

５
０
０
円
（
茶
・
菓
子
代
）

夏
の
市
民
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

　

日
光
国
立
公
園
に
位
置
す
る

「
丸
沼
高
原
」で
高
山
植
物
や
日
光

白
根
山
の
展
望
を
楽
し
み
な
が
ら
、

標
高
２
、
０
０
０
ｍ
の
ハ
イ
キ
ン

グ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程　

６
月
22
日
㈰

集
合
場
所
・
時
間

① 

児
玉
総
合
支
所　

午
前
６
時
15

分
② 

シ
ル
ク
ド
ー
ム　

午
前
６
時
30

分
コ 

ー
ス　

丸
沼
高
原
史
跡
散
策
路

日 

時　

６
月
22
日
㈰

　

受
付　

午
前
９
時

会
場　

シ
ル
ク
ド
ー
ム

本
庄
市
体
育
協
会
主
催「
２
０

１
４
年
前
期
市
民
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
」
を
開
催

コ
ー
ス
（
群
馬
県
片
品
村
）

※
昼
食
・
休
憩
・
見
学
を
含
め
約

４
時
間（
約
６
㎞
）の
行
程
。
ロ
ー

プ
ウ
エ
イ
を
利
用
し
ま
す
。

対 

象　

小
学
校
４
年
生
以
上
の
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

※
小
学
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必

要
で
す
。

定 

員　

80
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費

　

高
校
生
以
上　

３
、
０
０
０
円

　

小
中
学
生　
　

２
、
０
０
０
円

※
な
お
、
別
途
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
代

（
大
人
１
、
６
５
０
円
・
中
高
生

１
、
２
０
０
円
・
小
学
生
９
０
０

円
）
を
当
日
集
金
し
ま
す
。

用 

意　

ハ
イ
キ
ン
グ
す
る
服
装
、

履
き
な
れ
た
靴
、
昼
食
、
雨
具
、

着
替
え
等

申 

込　

5
月
30
日
㈮
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
は
が
き
に
参
加
希
望

者
全
員
（
１
枚
に
４
人
ま
で
記

入
可
）
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
希
望
集
合
場
所
を

記
入
の
う
え
、
左
記
へ
郵
送

郵
送
先　

〒
３
６
７―

８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３―
５―

３

　

 

本
庄
市
教
育
委
員
会
体
育
課
ス

ポ
ー
ツ
推
進
係

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込　

５
月
19
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
純
金
箔
書
き
割
り
七
宝
焼
き
教

室日
時　

５
月
28
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
４
時

講
師　

斉
藤　

芳
子　

先
生
（
群

馬
県
美
術
会
員
・
七
宝
作
家
）

内
容　

純
金
箔
を
貼
り
、
削
り
出

す
技
法
で
グ
レ
ー
ド
の
高
い
ネ
ッ

ク
レ
ス
又
は
ブ
ロ
ー
チ
を
製
作

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、６
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込　

５
月
14
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
は
じ
め
て
の
フ
ラ
＆
タ
ヒ
チ
ア

ン
ダ
ン
ス
教
室
〜
楽
し
く
シ
ェ
イ

プ
ア
ッ
プ
〜

日
時　

５
月
29
日
㈭
・
６
月
５
日

㈭　

全
２
回　

午
前
10
時
〜
正

午
講
師　

逸
見　

真
紀　

先
生

内
容　

初
心
者
で
も
で
き
る
フ
ラ

ダ
ン
ス
＆
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス

を
学
ぶ

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

用
意　

運
動
す
る
服
装
、
飲
み
物
、

汗
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　

５
月
14
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

フラワーアレンジ
メント

◆
素
敵
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー
ビ
ー
ズ

教
室

日
時　

６
月
４
日
か
ら
18
日
ま
で

の
毎
週
水
曜
日　

全
３
回　

午

後
１
時
30
分
〜
４
時

講
師　

渡
部　

良
一　

先
生

内
容　

初
夏
に
ふ
さ
わ
し
い
素
敵

な
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
２
組
作
る

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

用
意　

は
さ
み
、
も
の
さ
し
、
ハ

ン
カ
チ
、
金
属
製
の
ふ
た
部
分

（
ク
ッ
キ
ー
の
箱
な
ど
）、
筆

記
用
具

申
込　

５
月
19
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
初
心
者
琴
体
験
教
室

日
時　

６
月
７
日
か
ら
21
日
ま
で

の
毎
週
土
曜
日　

全
３
回　

午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

土
屋　

三
津
子　

先
生

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

対
象　

小
学
生
以
上

用
意　

筆
記
用
具

申
込　

５
月
20
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

日
程　

６
月
15
日
㈰

会 

場　

若
泉
第
１
・
第
２
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

種
目

・ 

一
般
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
の
部

（
ペ
ア
の
合
計
年
齢
が
１
０
０

歳
未
満
）

・ 

シ
ニ
ア
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
の

部
（
ペ
ア
の
合
計
年
齢
が
１
０

０
歳
以
上
）

・
ビ
ギ
ナ
ー
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

※
重
複
エ
ン
ト
リ
ー
は
不
可
。

参 

加
資
格　

本
庄
市
・
児
玉
郡
在

住
・
在
勤
・
在
学
者
及
び
協
会

員
参
加
費　
（
１
組
）

　

一
般　
　
　
　

２
、
０
０
０
円

　

協
会
員　
　
　

１
、
５
０
０
円

申 

込　

６
月
11
日
㈬
ま
で
に
本
庄

市
テ
ニ
ス
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.honjo-ta.

org/

）
又
は
大
会
事
務
局
（
ス

ポ
ー
ツ
Ｋ
内
☎
㉑
７
３
３
１
）へ

本
庄
市
体
育
協
会
主
催「
市
民

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス

大
会
」
を
開
催

参 

加
資
格　

中
学
生
以
上
の
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
・
在
ク
ラ
ブ

加
入
者

種 

目　
男
子・女
子
ダ
ブ
ル
ス（
一
〜

三
部
リ
ー
グ
）

※
男
女
各
リ
ー
グ
３
位
ま
で
表
彰

し
ま
す
。

参
加
費
（
１
ペ
ア
）２

、
０
０
０
円

申 

込　

６
月
12
日
㈭
ま
で
に
市
民

体
育
館
、
シ
ル
ク
ド
ー
ム
、
エ

コ
ー
ピ
ア
の
各
窓
口
の
受
付
箱

へ
※
申
込
用
紙
は
各
施
設
に
あ
り
ま

す
。

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

公
民
館
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北
泉
公
民
館 

☎
㉒
２
４
８
４

◆
そ
ば
打
ち
教
室

日
時　

６
月
２
日
㈪　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

講
師　

井
上　

典
昭　

先
生

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

７
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆

記
用
具

申
込　

５
月
12
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

共
和
公
民
館 
☎
72
０
３
３
７

◆
誰
で
も
楽
し
く
吹
け
る
オ
カ
リ

ナ
教
室

日
時　

５
月
20
日
か
ら
６
月
３
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
日　

全
３
回

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

講
師　

新
井　
美
由
紀　
先
生（
生

涯
学
習
音
楽
指
導
員
）

旭
公
民
館 

☎
㉒
５
９
４
０

◆
骨
盤
ダ
イ
エ
ッ
ト
体
操
教
室

日
時　

５
月
30
日
か
ら
６
月
27
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日　

全
５
回

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

講
師　

染
谷　

信
子　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

用
意　

運
動
す
る
服
装
、ヨ
ガ
マ
ッ

ト
、
飲
み
物
、
汗
拭
き
用
タ
オ

ル
申
込　

５
月
15
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

児
玉
公
民
館 

☎
72
４
７
８
９

◆
健
康
ヨ
ガ
教
室

日
時　

５
月
14
日
㈬
・
28
日
㈬　

全
２
回　

午
前
10
時
〜
11
時
30

分
会
場　

児
玉
公
民
館
別
館

講
師　

Ｓ
Ｏ
Ｋ
Ｏ　

先
生
（
Ｐ
Ｔ

Ｃ
Ｗ
ヨ
ー
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

内
容　

腰
痛
予
防
に
下
半
身
を
強

化
し
健
康
的
な
体
を
作
る

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

用
意　

運
動
す
る
服
装
、ヨ
ガ
マ
ッ

ト
又
は
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

汗
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　

５
月
９
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
連
絡
可
）

本
庄
公
民
館 

☎
㉔
７
３
８
３

◆
「
初
心
者
写
真
教
室
」
〜
撮
影

の
初
歩
の
学
び
〜

日
時　

５
月
15
日
か
ら
29
日
ま
で

の
毎
週
木
曜
日　

全
３
回　

午

前
10
時
〜
11
時
30
分

講
師　

根
岸　

久　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
又
は
フ

イ
ル
ム
カ
メ
ラ

申
込　

５
月
９
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

仁
手
公
民
館 

☎
㉒
３
５
３
８

◆
楽
し
い
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
教
室

日
時　

５
月
26
日
㈪
・
６
月
２
日

㈪ 

全
２
回 

午
前
10
時
〜
正
午

講
師　

竹
内　

小
百
合　

先
生

内
容　
初
心
者
で
も
作
れ
る
お
し
ゃ

れ
で
か
わ
い
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ

グ
を
作
製

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
３
０
０
円

用
意　

は
さ
み
、
鉛
筆
、
消
し
ゴ

ム
、
洗
濯
ば
さ
み
10
個
以
上
、

定
規
30
㎝
程
度

申
込　

５
月
12
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

クラフトバンドで
作ったバッグ

◆
初
心
者
ポ
ー
セ
リ
ン
ア
ー
ト（
食

器
絵
付
け
）
教
室

日
時　

５
月
28
日
㈬
・
６
月
４
日

㈬ 

全
２
回 

午
後
１
時
30
分
〜

３
時

講
師　

松
島　

理
香　

先
生

内
容　

白
磁
の
食
器
に
専
用
絵
の

具
や
、
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ル
で
絵

付
け
を
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ッ

プ
・
お
皿
・
ミ
ル
ク
ピ
ッ
チ
ャ
ー

を
作
製

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、
０
０
０
円
（
食
器
、

絵
付
け
材
料
な
ど
）

用
意　

は
さ
み
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
、

ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込　

５
月
14
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

内
容　

丁
寧
な
指
導
で
オ
カ
リ
ナ

演
奏
の
基
本
を
学
ぶ

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円
（
オ
カ
リ

ナ
購
入
代
金
）

※
Ｃ
管
オ
カ
リ
ナ
持
参
の
人
は
無

料
で
す
。

用
意　

筆
記
用
具

申
込　

５
月
９
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
受
付
可
）

ポーセリンアート

◆
お
し
ゃ
れ
な
石
垣
編
み
ク
ラ
フ

ト
バ
ン
ド
教
室

日
時　

５
月
23
日
㈮
・
30
日
㈮　

全
２
回　

午
前
10
時
〜
正
午

講
師　

荒
井　

昭
子　

先
生

内
容　

ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
（
紙
で

で
き
た
丈
夫
な
バ
ン
ド
）
で
、

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ

グ
を
作
製

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
５
０
０
円

用
意　

は
さ
み
、
１
ｍ
巻
尺
、
木

工
用
ボ
ン
ド
、
洗
濯
ば
さ
み
20

個
、
新
聞
紙
１
日
分
、
目
打
ち

（
千
枚
通
し
）、
筆
記
用
具

申
込　

５
月
14
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
受
付
可
）

クラフトバンドで
作ったバッグ

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の

お
は
な
し
会
（
本
館
）

た
の
し
い
お
は
な
し
会

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

新
着
図
書
案
内
（
本
館
）

★
本
館

日
時　
５
月
10
日
㈯　
午
前
11
時
〜

11
時
30
分
、
５
月
24
日
㈯　

午

後
２
時
〜
２
時
30
分

会
場　

本
館
１
階
児
童
室

内
容　
「
花
・
緑
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
絵
本
や
紙
芝
居

協
力　
「
よ
み
き
か
せ
サ
ー
ク
ル

本
庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

★
児
玉
分
館

日
時　
５
月
10
日
㈯　
午
前
11
時
〜

11
時
30
分

会
場　
親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

内
容　
「
家
族
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
お
は
な
し

協
力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

「
語
り
の
会
言
依
」
の
み
な
さ
ん

日
時　

５
月
８
日
㈭
・
６
月
５
日

㈭　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

★
今
月
の
一
般
図
書

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
光
と
影

 

結
城 

和
香
子 

著

現
代
詩
入
門 

吉
野 

弘 

著

30
分
で
人
生
が
深
ま
る
紅
茶
術

 

磯
淵 

猛 

著

腹
心
の
友
た
ち
へ

 

村
岡 

花
子 

著

世
界
の
砂
図
鑑 

須
藤 

定
久 

著

隠
れ
た
花

 

パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク 

著

わ
ら
べ
う
た
で
ゆ
っ
た
り
子
育
て

 

相
京 

香
代
子
・
深
美 

馨
里 

著

今
を
生
き
る　

 

オ
ノ
・
ヨ
ー
コ 

著

あ
な
た
へ
の
歌 

楊 

逸 

著

定本　黒部の山賊
伊藤 正一 著

★
今
月
の
児
童
図
書

地
球
も
の
が
た
り　

極
北
の
大
地

に
住
む 

関
野 

吉
晴 

文

は
し
れ
さ
ん
て
つ
、
き
ぼ
う
を
の

せ
て 

国
松 

俊
英 

文

は
じ
め
て
の
手
芸

 

ジ
ェ
ー
ン
・
ブ
ル 

著

こ
ね
こ
の
レ
イ
コ
は
一
年
生

 

ね
ぎ
し 

た
か
こ 

作

え
を
か
く
か
く
か
く

 

エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル 

作

ル
ー
シ
ー
変
奏
曲

 

サ
ラ
・
ザ
ー
ル 

著

夢
の
カ
ン
キ
ツ
清
見

 

小
泉 

光
久 

著

記
号
と
マ
ー
ク
・
ク
イ
ズ
図
鑑

 

村
越 

愛
策 

監
修

わ
た
し
は
な
ぜ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に

向
か
う
の
か 

斎
藤 

惇
夫 

著

★
今
月
の
一
般
図
書

ス
コ
ー
ル
の
夜 

芦
崎 

笙 

著

い
つ
ま
で
も
男
と
女

 

渡
辺 

淳
一 

著

闇
の
フ
ァ
イ
ル 

吉
田 

一
彦 

著

頼
み
あ
る
仲
の
酒
宴
か
な

 

佐
藤 

雅
美 

著

祈
り
の
証
明 

森
村 

誠
一 

著

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
追
え
！

 

エ
リ
ッ
ク
・
ラ
ス
ム
ッ
セ
ン 

著

荒
野
の
古
本
屋 

森
岡 

督
行 

著

本
気
で
５
ア
ン
ペ
ア

 

斎
藤 

健
一
郎 

著

カ
レ
イ
ド
ス
コ
ー
プ
の
箱
庭

 

海
堂 

尊 

著

ボ
ク
の
じ
て
ん
し
ゃ

 

き
む
ら 

ゆ
う
い
ち 

文

お
に
ぎ
り
に
ん
じ
ゃ

 

北
村 

裕
花 

作

ル
イ
ス
が
た
べ
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
ひ

 

ジ
ョ
ン
・
フ
ァ
ー
デ
ル 

作

な
に
か
ら
で
き
て
い
る
で
し
ょ
ー

か
？ 

大
森 

裕
子 

さ
く

し
ろ
お
う
さ
ま
と
く
ろ
お
う
さ
ま

 

こ
す
ぎ 

さ
な
え 

さ
く

ち
い
さ
い
こ
の
お
は
な
し
会

（
児
玉
分
館
）

日
時　

５
月
14
日
㈬
・
６
月
11
日

㈬　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

会
場　
親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

対
象　

小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
わ

ら
べ
う
た
、
手
遊
び
な
ど

一
年
中
美
し
い
手
間
い
ら
ず
の
小

さ
な
庭
づ
く
り

 

天
野 

麻
里
絵 

著

オ
オ
カ
ミ
の
声
が
聞
こ
え
る

 

加
藤 

多
一 

著

３
歳
か
ら
の
か
ら
だ
を
作
る
お
べ

ん
と
う 

中
村 

美
穂 

著

古
今
東
西
ニ
ッ
ポ
ン
見
聞
録

 

林 

和
利 

著

微
睡
み
の
海 

熊
谷 

達
也 

著

紅
花
染
め
秘
帳 

平
岩 

弓
枝 

著

小
さ
な
異
邦
人

 

連
城 

三
紀
彦 

著

願
い
な
が
ら
、
祈
り
な
が
ら

 

乾 

ル
カ 

著

ま
い
な
い
節 

山
本 

一
力 

著

健
康
に
生
き
る
覚
悟

 
森
村 

誠
一 

著

中
野
京
子
が
語
る
橋
を
め
ぐ
る
物

語 

中
野 
京
子 
著

★
今
月
の
児
童
図
書

ア
イ
ス
プ
ラ
ネ
ッ
ト

 

椎
名 

誠 

著

か
し
の
木
の
子
も
り
う
た

 

ロ
バ
ー
ト
・
マ
ン
チ 

原
作

石
を
抱
く
エ
イ
リ
ア
ン

 

濱
野 

京
子 

著

雨ニモマケズ
ＮＨＫ　Ｅテレ
「にほんごであそ
ぼ」制作班 編　

本　　館☎㉔3746
児玉分館☎731783

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
休館日／毎週月曜日
 ３日㈷ （祝日休館日）
 ４日㈷ （祝日休館日）
 ５日㈷ （祝日休館日）
 ６日㉁ （振替休館日）
 31日㈯ （館内整理日）
 　　　　ホームページアドレス
http://www.lib.honjo.saitama.jp/

会
場　

本
館
１
階
児
童
室
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

対
象　

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

ら
べ
う
た
な
ど

星
空
ロ
ッ
ク 

那
須
田 

淳 

著

決
定
版
！
富
士
山
ま
る
ご
と
大
百

科 

佐
野 

充 

監
修

とどけ、みんなの思い
夢ら丘 実果 文

雨の降る日は学
校に行かない　
相沢 沙呼 著



環境推進課☎㉕1172
環境産業課☎721334

市民相談・県民相談　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。※市役所の受付は、午前8時30分～午後５時15分です。

�交
通
安
全
�
�
�
�
�

★
危
機
管
理
課
☎
㉕
１
１
８
４　

司法書士に
よる相談

弁護士に
よる相談

平成26年5月1日号

自転車の交通ルール ・ その４

★前原児童センター☎㉑９８２０
★日の出児童センター☎㉑０４２０

（５月～６月上旬）

○子育てサロン（子育て支援講座「ゆうゆう」） 協力：子育て応援団「びすけっと」

～リサイクルにご協力ありがとうございます～
　ごみの減量化と資源の再利用を推進するため、公民館などでペットボトル・缶類・
びん類・牛乳パック・乾電池などを回収し、リサイクルを行なっています。
　詳細は、広報ほんじょう４月号に折り込まれた「本庄市くらしのガイド2014」の「家
庭ごみの分け方・出し方」をご覧ください。皆さまのご協力をお願いします。

※天候などの理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

日　程
前原つどいの広場

「前原ルンルンタイム」
午前10時～11時

日の出つどいの広場
「ニコニコタイム」

午前10時30分～11時30分

児玉つどいの広場
「児玉ワクワクタイム」
午前10時～11時

５月７日㈬ リトミック（講師：小川豊子先生）ママサロン（本庄子育てネット） お散歩
５月13日㈫ 誕生会とパネルシアター
５月14日㈬ 音楽劇（本庄びすけっと） 親子体操（講師：立石明子先生）
５月21日㈬ 歯のはなし（講師：飯島和美先生） 誕生会と紙芝居
５月23日㈮ リトミック（講師：小川豊子先生）
５月28日㈬ しゃぼん玉あそび うたのミニミニこんさーと 歯みがきパペットをつくろう
６月３日㈫ 歯のはなし（講師：飯島和美先生）
６月４日㈬ 絵本と工作（講師：小関清美先生）ママサロン（本庄子育てネット）

2425

日　程 時　間 内　容 会　場
５月２日㈮ 午前10時～ 11時 シールを貼って遊ぼう 前原児童センター
５月19日㈪ 午前10時30分～ 11時30分 シールを貼って遊ぼう 日の出児童センター
６月６日㈮ 午前10時～ 11時 幼児安全法　こんな時どうする 前原児童センター

（1 ）自転車の左折・右折の方法：自転車での左折は、出来る限
り道路の左側端に寄って徐行しなければいけません。右折を
するときも同様に左側端から横断し交差点の側端に沿って、
いわゆる二段階右折をしなければいけません。

　（罰則：２万円以下の罰金又は科料）
（2 ）徐行すべき場所：自転車は、道路標識等がある場所のほか、
左右の見通しがきかない交差点を通過しようとするときは徐
行しなければいけません。

　（罰則：３か月以下の懲役又は５万円以下の罰金等）

○ママサロン 協力：本庄子育てネット
日　程 時間 会　場

５月13日・20日・27日・
６月３日・10日の火曜日 午前10時～11時30分 子育て支援センター（いずみ保育所内）☎㉒４８９１

日　　程 時　　間 回収場所等 問合わせ先
５月４日㈷

午前９時～11時 児玉中学校南側駐車場 ハートtoハート ☎㉒９３００
（佐久間さんち）６月１日㈰

５月18日㈰ 午前９時～11時、午後１時～３時 市役所
５月10日㈯ 午前９時～11時 本庄南公民館 佐久間さんち ☎㉒９３００

５月21日㈬ 随時受付 就労継続支援Ｂ型事業所
｢佐久間さんち｣（本庄高校北側） ポノポノ ☎㉓２１９５

自転車で道路を通行
するためのルールを
紹介するよ！

・事前の申し込みは不要です
・ 児玉保健センターのお問い合
わせは前原児童センターへ

～お気軽にお越しください！～
児童センターでは、乳幼児の親子が交流する広場を開催しています。
　日時　毎週月・水・金曜日　午前９時～午後２時（休日を除く）
　場所　 前原児童センター・日の出児童センター・児玉保健センター２階集団指導室
　※児玉会場は開催曜日が変更になることがありますので、前原児童センターへお問い合わせください。
　また、下表の日程で、親子でふれあうあそびの講座なども行います。

○「つどいの広場」 ※月・金曜日の「つどいの広場」の内容と「児童センターだより」は、市ホームページでご覧になれます。

※児玉つどいの広場の駐車場は、「児玉中学校南側駐車場」をご利用ください。

集団資源回収予定表 〈回収品目は古紙類・缶類です〉

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会  場 問い合わせ

市　
　

民　
　

相　
　

談　
（
５
月
〜
６
月
）

行 政 ５月15日㈭　午後１時～４時

市役所１階 市民相談室
　　　☎㉕１１１３
市民課☎㉕１１１２
　　　☎㉕１１１０法 律

５月７日㈬・14日㈬・28日㈬　午後１時～４時
◎６月の相談日
　　　　　６月４日㈬・11日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝各６人（先着順）
　　　　　６月18日㈬・25日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝６人（先着順）

労働法律 ５月21日㈬　午後１時～４時　定員＝６人（先着順）

不 動 産 ５月９日㈮・６月13日㈮　午後１時～４時　定員＝６人
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員

年 金 ５月８日㈭・６月12日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士

税 務 ５月13日㈫　午後１時～４時
相談員＝税理士

消費生活

毎週月・水・木曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分 市役所４階 商工課 商工課 ☎㉕１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
☎35１２３２

人 権
５月13日㈫　午後１時～４時 セルディ１階 小会議室

市民活動推進課 ☎㉕１１１８６月２日㈪　午後１時～４時 セルディ１階 和室
５月27日㈫・６月２日㈪　午後１時～４時 市役所１階 市民相談室

家庭児童 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課 ☎㉕１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等） 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時30分～午後３時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター 
☎㉒４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員（臨床心理士）
☎㉑７３３７

心配ごと

毎週月曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ 本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会

☎㉔２７５５

５月19日㈪・６月２日㈪　午後１時～４時 セルディ１階 小会議室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
 ☎73１２３７

結 婚 毎週水曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会
☎㉔２７５５

介護の悩み ５月９日㈮・23日㈮・　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

県
民
相
談

県 民
（行政･民事･家庭等）

毎週第１・３・４水曜日　午前９時30分～正午、
午後１時～４時　相談員＝県民相談センター職員 熊谷地方庁舎

※前日までの予約制
県民相談総合センター

☎048－830－7830
法 律 毎月第１・３・４水曜日

午後１時～４時　相談員＝弁護士

※各種相談は予約制
※６月の相談予約は、５月20日㈫から受付開始
　（受付開始日は電話予約のみ）

　各種相談日
●法律相談
・弁 護 士　毎月第１・２水曜日
・司法書士　 〃 第３・４水曜日　
　（労働法律相談のある月は第４水曜日のみ）

●労働法律相談（弁護士）５・８・11・２月の第３水曜日

●行政相談 毎月第３木曜日
●不動産相談  〃 第２金曜日
●年金相談  〃 第２木曜日
●税務相談  〃 第２火曜日
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平成26年5月1日号 2627

休　日　急　患　の　診　療
●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・祝日開設）
　（本庄市保健センター内☎㉓３３２２）
　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～10時
　診療科目　内科系疾患
　※健康保険証を持参してください。

●在宅当番医療機関
　 　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もあります
ので、確認してからお出かけください。

ご利用ください！小児救急電話相談｢＃8000｣
　休日や夜間の子どもの急病時にご利用
ください。県内であれば、プッシュ回線
の電話や携帯電話から「＃8000」を押
すとつながります。
（相談料無料・通話料利用者負担）
受付時間
・月曜日～土曜日 午後７時～翌日午前７時
・ 日曜日、祝日、年末年始 午前９時～翌
日午前７時

★119番は、緊急時（火災やけが人など）
の受付専用電話番号です。夜間など、時間
外に診療可能な病院については、児玉郡市
広域消防本部指令課（☎㉔1119）でご案
内していますので、ご利用ください。ただ
し、診療科目によっては、県外や児玉郡市
以外の病院をご案内する場合もあります。

５月11日㈰ 飯塚耳鼻咽喉科医院 上里町神保原町 ☎34２３１３

５月18日㈰ 飯塚内科産婦人科 栄 １ 丁 目 ☎㉔６３１１

５月25日㈰ 五十嵐整形外科医院 若泉１丁目 ☎㉔２３１３

６月１日㈰ 池田レディースクリニック 小島南３丁目 ☎㉒２０４８

６月８日㈰ 生 坂 医 院 本庄４丁目 ☎㉒４６７０

相談・学級 内　容 日　時 申　込

すくすく相談 身長・体重の計測、育児・栄養相談

５月22日㈭・６月26日㈭
午前９時30分～ 11時（15
分ごとに３組）
※５月22日㈭は、児玉保健
センターで実施。

定員あり。
各実施月の１日から本庄市保
健センターへ
（※電話による育児相談は随
時受け付けています。）

母乳相談 母乳に関する相談 ６月26日㈭
午前９時30分～ 11時

おや親タマゴ
「はじめて生活
withベビー」

妊娠中の生活について、お風呂の
入れ方の実習など

７月12日㈯
午前９時30分～正午 定員あり（随時受付）

●育児相談・学級　【会場】本庄市保健センター

あ
た
た
か
い
愛
の
心
で「
献

血
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

①
本
庄
市
役
所
会
場

日 

時　
５
月
26
日
㈪　
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分
〜

４
時

②
ベ
ル
ク
本
庄
店
会
場

日 

時　

５
月
30
日
㈮　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時

《
①
②
共
通
》

対 

象　

16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人

（
た
だ
し
、
65
歳
か
ら
69
歳
ま

で
の
人
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
間
に
献
血
を
し
た
こ
と
が

あ
る
人
に
限
り
ま
す
。）

種 

類　

全
血
（
４
０
０
㎖
・
２
０

０
㎖
）

●
ベ
ル
ク
本
庄
店
会
場
で
は
、
骨

髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
も
同
時
に

実
施
し
ま
す

対
象　

18
歳
か
ら
54
歳
ま
で
の
人

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
、
献

血
及
び
ド
ナ
ー
登
録
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

★ 

本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㉔
２

０
０
３

　

病
気
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
。

と
悩
ん
で
い
る
人
も
い
る
と
思
い

ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
が
あ
る
人

は
、
か
か
り
つ
け
医
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　

時
間
外
、
休
日
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
と
悩
ま
れ
て
い
る
人
も
い

る
と
思
い
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医

か
ら
紹
介
し
て
も
ら
う
か
、
児
玉

郡
市
広
域
消
防
本
部
指
令
課
（
☎

㉔
１
１
１
９
）
又
は
埼
玉
県
救
急

医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
24
時
間
対

応
☎
０
４
８―

８
２
４―

４
１
９

９
）
に
電
話
し
て
紹
介
病
院
を
聞

く
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
児
の
場
合
は
、「
＃
８

０
０
０
」
と
い
う
電
話
相
談
サ
ー

ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

平
日
は
午
後
７
時
か
ら
翌
日
午

前
７
時
ま
で
、
日
曜
日
や
休
日
は
、

午
前
９
時
か
ら
翌
日
午
前
７
時
ま

で
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
月
に
３
、
５
０
０
〜
４
、
０

０
０
件
の
相
談
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

救
急
医
療
に
は
１
次
、
２
次
、

３
次
救
急
が
あ
り
ま
す
。
１
次
救

急
の
病
院
で
は
、
軽
い
け
が
や
風

邪
や
腹
痛
と
い
っ
た
入
院
を
必
要

と
し
な
い
軽
症
を
扱
い
ま
す
。
２

次
救
急
の
病
院
で
は
、
入
院
を
必

要
と
す
る
中
等
症
の
病
気
な
ど
を

扱
い
ま
す
。
３
次
救
急
の
病
院
で

は
、
命
に
か
か
わ
る
重
篤
な
状
態

の
患
者
を
受
け
入
れ
ま
す
。

　

１
次
救
急
は
各
個
人
ク
リ
ニ
ッ

ク
や
医
院
で
す
。
休
日
の
場
合
は
、

内
科
系
が
本
庄
市
休
日
急
患
診
療

所
、
外
科
系
は
在
宅
当
番
医
が
担

当
し
ま
す
。

　

２
次
救
急
は
、
２
次
輪
番
性
救

急
病
院
が
昼
日
、
夜
間
（
午
後
６

時
〜
翌
日
午
前
８
時
）
に
日
替
わ

り
で
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

本
庄
市
・
児
玉
郡
で
は
、
５
病

院
が
内
科
系
、
外
科
系
と
分
か
れ

て
担
当
（
昭
和
55
年
か
ら
実
施
）

し
て
い
ま
す
。

　

３
次
救
急
に
は
、
県
内
７
か
所

の
病
院
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
部
地
域
は
、
深
谷
赤
十
字
病
院

が
担
当
で
す
が
、
本
庄
市
・
児
玉

郡
は
群
馬
県
と
の
県
境
に
位
置
し

て
い
る
た
め
、
３
次
救
急
の
受
け

入
れ
状
況
に
よ
っ
て
は
、
群
馬
県

の
大
き
な
病
院
へ
搬
送
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

　

最
後
に
、
県
内
北
部
の
小
児
２

次
救
急
に
関
し
て
で
す
が
、
行
田

総
合
病
院
、
深
谷
赤
十
字
病
院
、

熊
谷
総
合
病
院
が
輪
番
制
で
そ
れ

ぞ
れ
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
当
地
区
の
小
児
１
次
医
療

に
つ
い
て
は
、
夜
間
小
児
科
の
受

診
が
で
き
る
施
設
の
充
実
が
は
か

ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

毎
月
「
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
」
に
、

休
日
や
夜
間
の
診
療
に
対
応
で
き

る
休
日
急
患
診
療
所
や
在
宅
当
番

★本庄市保健センター☎㉔2003
※ お問い合わせは、午前8時30分からです。

みんなのけんこうガイド

医
な
ど
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　みなさんは自分の口の臭いを気にしたことはありま
せんか。多くの人が気にしたことがあると思います。
そこで今回、口臭とは何か、またどのようにしたら気
にせずに過ごせるかについての講演会と歯と口に関す
る体験型イベントを開催します。
　また、園児による歯と口の健康に関する図画展示も
開催しますので、ぜひご覧ください。
①講演会
日時　６月12日㈭　午後１時～２時30分
　受付　午後０時30分
会場　市役所６階大会議室
講 師　角田　正健　氏（東京歯科大学千葉病院臨床教授）
演題　「あなたの息はさわやかですか？」
定員　120人（先着順）
申 込　５月21日㈬から電話又は直接本庄市保健セン
ターへ
②体験型イベント
日 時　６月12日㈭　午前10時～午後０時30分、午
後３時～４時
場所　市役所１階市民ホール
内容　口臭の測定、ハミガキ体験など（希望者のみ）
《①②共通》
対象　市内在住者
費用　無料

歯と口の健康週間特別企画
「キレイなお口と息の作り方」の講演会を開催

　市では骨髄又は末梢血幹細胞を提供する人の負担の
軽減を図り、骨髄等の移植を推進するため、助成金を
交付する事業を開始しました。
事 業実施時期
　４月１日以降の提供にかかる入通院分から

骨髄移植ドナー支援事業を開始しました

※いずれも１回の提供につき入通院７日を上限とします。
申請期限　提供完了から90日以内
申 請に必要な書類　本庄市骨髄移植ドナー支援事業助
成金交付申請書、公益財団法人日本骨髄バンクが発
行する骨髄等の提供が完了したことが確認できる書
類、本人名義の預金通帳、印鑑など
申請先　本庄市保健センター

ドナー個人 事業者

支援対象者

本庄市の住民基本台帳
に記載がある市税に滞
納がない人で、公益財
団法人日本骨髄バンク
が実施する骨髄バンク
事業にドナー登録を行
い、骨髄等の提供を完
了した人

左記の人が勤務
する国内の事業
所（国及び地方
公共団体並びに
独立行政法人、
ドナー休暇制度
のある勤務事業
所を除きます）

助成金額
（※） １日当たり２万円 １日当たり１万円

救急医療について 医 療 メ モ
本庄市児玉郡医師会広報部
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◎大会優勝者（敬称略）
ハーフマラソン クロカン12㎞ クロカン６㎞

中学生男子 細田　海音
19分42秒

一般男子

高校生～29歳以下 五十嵐　真悟
１時間07分18秒

藤原　拓
41分42秒

謝名堂　敬
20分42秒

30歳以上～49歳以下 石田　友和
１時間10分52秒

尾曲　和輝
40分34秒

後口　洋史
19分41秒

50歳以上 松沢　岩夫
１時間21分14秒

吉岡　和弘
48分44秒

大澤　武志
22分06秒

中学生女子 深井　アンドレッサ
23分42秒

一般女子

高校生～29歳以下 田中　沙織
１時間50分29秒

田村　望
47分19秒

高柳　早紀
30分27秒

30歳以上～49歳以下 高野　啓子
１時間27分48秒

岡本　幸子
52分20秒

清水　明美
25分33秒

50歳以上 前崎　雅代
１時間34分42秒

西　理香
57分40秒

小林　恵子
26分57秒

ジョギング２㎞（４～６年生） ジョギング1.4㎞（１～３年生）

小学生男子 渡辺　喬介
06分18秒

新井　虎次郎
04分40秒

小学生女子 谷山　優衣
06分42秒

吉村　心
04分53秒

クロカン12㎞

ゲストランナー 平井　信行
58分08秒

第１８回　本庄早稲田の杜

クロスカントリー＆ハーフマラソン大会
4/13

※14ページに「まちかどスナップ①」があります。
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